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令和５年第２回訓子府町議会定例会会議録 

 

 

○議事日程（第１日目） 
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開会 午前９時３０分 

    ◎開会の宣告 

○議長（山田日出夫君） 皆さん、おはようございます。 

 定刻になりました。 

 ただいまから、令和５年第２回訓子府町議会定例会を開会いたします。 

 本日の出欠報告をいたします。本日は、全議員の出席であります。 

 なお、本庄企画財政課業務監から本定例会中、欠席する旨の報告がありました。 

 

    ◎開議の宣告 

○議長（山田日出夫君） 直ちに、本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程は、あらかじめお手元に配付してあるとおりです。 

 

    ◎諸般の報告 

○議長（山田日出夫君） 日程に入るに先立ち、事務局次長に諸般の報告をさせます。 

○議会事務局次長（小林 央君） 本定例会の説明員ならびに閉会中の動向につきまして

は、印刷の上、お手元に配付のとおりであります。 

 なお、本定例会に町長から提出されております案件につきましては、議案が２３件、報

告が２件であります。 

 また、議会における選挙が１件、議長からの報告が２件、所管事務調査に関する議決が

１件、さらに議員の派遣についての議決が１件でございます。 

 以上でございます。 

○議長（山田日出夫君） 以上をもって、諸般の報告を終わります。 

 

    ◎会議録署名議員の指名 

○議長（山田日出夫君） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

 会議録署名議員は、会議規則第１２５条の規定により、議長において、２番、渡邉智大

議員、３番、西森信夫議員、４番、吉野美香議員、６番、村口鉄哉議員を指名いたします。 

 

    ◎会期の決定 

○議長（山田日出夫君） 日程第２、会期の決定を議題といたします。 

 お諮りいたします。 

 本定例会の会期は、本日から６月２２日までの３日間といたしたいと思います。 

 これにご異議ございませんか。 

（「異議なし」との声あり） 

○議長（山田日出夫君） 異議なしと認めます。 

 よって、会期は３日間と決定しました。 

 議場の皆さん、議員、説明員に申し上げます。 

 事前に皆さまにお知らせしてありますとおり、議場においてもナチュラル・ビズ・スタ

イルの実施ということになりますので、９月３０日までの間、ノーネクタイ、また、上着

の着用は自由ということで進めてまいりますのでよろしくお願いいたします。 
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 これから先は、上着を脱いでいただいても結構です。 

 

    ◎行政報告 

○議長（山田日出夫君） 日程第３、伊田町長から行政報告があります。この際、発言を

許します。 

 町長。 

○町長（伊田 彰君） ただいま、議長から行政報告のお許しをいただきました。その前

に今定例町議会招集のご挨拶を申し上げます。 

 本日第２回定例町議会を招集申し上げましたところ、全員のご出席をいただき厚くお礼

を申し上げます。 

 本定例町議会開会にあたり提案しております概要を申し述べまして、ご理解を賜りたい

と存じます。 

 はじめに、人事案件についてでございます。 

 識見を有する監査委員１名が本年７月１６日をもちまして任期満了となりますことから、

この監査委員の選任にご同意をいただきたく提案をさせていただいております。 

 また、現在の農業委員の任期が本年７月１９日で満了となりますので、農業委員の任命

にご同意いただきたく、１４名分の議案を提出させていただいております。 

 次に、補正予算であります。 

 はじめに、一般会計でございますが、本年は統一地方選挙の年であり、本年度の当初予

算は骨格予算となっておりました。今定例会では政策的な予算を中心に５億１，６８０万

５千円を追加し、補正後の一般会計予算総額を５０億１，０８５万３千円とすることの提

案をさせていただいております。 

 介護保険特別会計では、前年度繰越金を国庫支出金等返還金に充てることなどから４，

４２５万１千円を追加補正し、補正後の介護保険特別会計の予算総額を６億７，１８５万

１千円とすることを提案させていただいております。 

 次に、条例の制定でございます。 

 子どもの医療費の無償化を１８歳まで拡大するため、訓子府町子ども医療費の助成に関

する条例の一部を改正する条例の制定を提案させていただいております。 

 次に、財産の取得、請負契約の締結でございます。 

 ロータリー除雪車更新事業、スクールバス更新事業、ごみ収集車購入事業による財産の

取得と大谷導水管更新工事請負契約の締結および農業集落排水施設機器更新工事請負契約

の締結についての提案をさせていただいております。 

 次に、報告でございます。 

 令和４年度予算のうち各災害復旧などの事業予算について、令和５年度に繰り越すこと

をご決定いただいておりますが、その繰越明許費繰越計算書の報告、訓子府町ふるさとお

もいやり寄付条例に基づき、令和４年度における寄付金などの運用状況の報告をさせてい

ただきます。 

 以上、議案２３件、報告２件の詳細につきましては、人事案件を除き、各担当課長等か

ら説明させますので、ご審議を賜りますようよろしくお願い申し上げまして、第２回定例

町議会招集のご挨拶とさせていただきます。 
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 続きまして、お手元に配布させていただきました行政報告を申し上げます。 

 企業版ふるさと納税について。 

 企業版ふるさと納税の制度を活用した寄付金がございましたのでご報告申し上げます。 

 令和４年度中に１１の企業から「本町の地方創生の取り組みに活用してほしい」と９８

０万円のご寄付がございました。 

 寄付対象事業ごとの件数と寄付金額は「力強い産業としごとを創る事業」に８件９００

万円、「安心して子どもを産み、育てることができる環境を創る事業」に１件５０万円、「健

康で安心して住み続けることができる環境と人のながれを創る事業」に２件３０万円とな

っております。 

 ご寄付を賜りました１１の企業からのご厚志に心から感謝を申し上げるところでござい

ます。 

〇議長（山田日出夫君） ただいま１件の行政報告がございました。若干の時間、質疑す

ることを許したいと思います。質疑は１人２回に制限いたします。 

 ご質疑ございませんか。 

（「なし」との声あり） 

〇議長（山田日出夫君） ご質疑がないと認めますので、以上をもって行政報告を終了い

たします。 

 

    ◎町政執行方針、教育行政執行方針 

○議長（山田日出夫君） 日程第４、伊田町長から町政執行方針、林教育長から教育行政

執行方針がありますので、この際、発言を許します。 

 町長。 

○町長（伊田 彰君） 令和５年度 町政執行方針。 

 本定例町議会において政策予算を提案させていただくにあたり、私が今期掲げる六つの

政策と緊急的な課題への対応、また、第６次総合計画に基づく本年度の主な施策を申し上

げ、町民の皆さまと町議会議員の皆さまのご理解とご協力を賜りたいと存じます。 

 私は「今こそ心の時代、人を思う心、人によりそう心、人を支える心 誰一人取り残さ

ないまちづくり」をスローガンに掲げ、厳しい選挙戦を経て町民の皆さまから、町長とし

ての責務を負う信託を賜りました。 

 菊池町政１６年の後を任され、その責任と使命の重さを感じ、身の引き締まる思いであ

り、「みんなで創るくんねっぷの未来」への歩みを先頭に立って歩くため、基本的方針であ

る「くんねっぷを守る６つの政策」と町民の皆さんと緊急的に実施する５つの約束を施策

の中心として、町政執行にあたってまいります。 

 はじめに、町政執行に臨む基本姿勢を申し上げます。 

 先ほども申し上げたとおり、私は「くんねっぷを守る６つの政策」を基本的方針として、

皆さまのご理解、ご協力をいただきながら、全力で町政運営にあたってまいる所存であり

ます。 

 「くんねっぷを守る６つ政策」の一つ目は「くらしを守る」であります。 

 新型コロナウイルス感染症は感染症法上の２類相当から５類へ移行され、ウィズコロナ

政策のもとで消費や設備への投資などが緩やかに回復傾向を見せておりますが、ロシアの
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ウクライナ侵攻に端を発するエネルギー情勢をはじめとした原材料価格の高騰、また、円

安による輸入物価上昇により、国内物価が著しく高騰しており、家計やさまざまな業種の

経営などに大きな影響を与えております。このため、私は５つの約束の１つであります「町

民が苦しむ物価の高騰対策支援」を緊急的に進めてまいります。 

 また、高齢者の生きがいづくりや、介護・医療の充実、特別養護老人ホーム等の運営費

助成や施設の長寿命化の検討を進めるなど福祉施策を進めるとともに、民間賃貸住宅建設

の支援、高規格救急自動車の導入を進めるなど、町民の皆さまが楽しく安心して住み続け

られるまち訓子府を作ってまいります。 

 二つ目は、「農業を守る」であります。 

 特に喫緊の課題となっており、５つの約束の１つでもあげさせていただいております「酪

農飼料、畑作肥料などの切迫した農業生産資材高騰に対応する支援」につきましては、飼

料高騰対策を講じるとともに、きたみらい農協をはじめとした農業関係団体との連携を強

化しながら、国・道に対して強く支援を要請してまいります。 

 また、農地保全と生産性向上をはかるため、農業基盤整備の促進と次期計画の検討を進

めてまいります。 

 このほか、自動操舵トラクター導入を始めとした環境負荷低減事業や明渠排水の整備検

討など、本町の基幹産業である農業を守り、さらに持続的に発展していくよう努めてまい

ります。 

 三つ目は「経済を守る」であります。 

 訓子府町商工会との連携を密にしながら、店舗改修や新規出店等の支援をはじめ、商店

街の振興を積極的に進めてまいります。 

 また、仮称ですが「まちづくり株式会社」を設立し、特産物販売の振興やふるさと納税

の増額を地域おこし協力隊制度などを活用しながら進めてまいります。 

 さらには民有林整備や町有林施業計画に基づく整備、二酸化炭素排出量削減のため地産

地消ができるＪクレジットシステムの構築を図ってまいります。 

 四つ目は「子どもを守る」でございます。 

 まずは、５つの約束の１つとしております「保育料の完全無償化」これにつきましては、

令和６年度当初の実施に向け、制度設計を進めてまいります。 

 親の経済状況により、子どもたちの教育の機会が奪われることがないよう、ひとり親家

庭等へ子育て世帯生活支援特別給付金を早急に支給できるよう着手させていただいている

ほか、中学生まで助成している子ども医療費助成事業を高校生まで拡充してまいります。

さらには町になくてはならない訓子府高等学校の支援策を教育委員会や北海道訓子府高等

学校教育振興会議と連携しながら、継続実施してまいります。 

 将来的な訓子府町の義務教育施設のあり方を考えるため、訓子府小学校施設整備や図書

館整備などの施設整備計画についての検討を進めてまいります。 

 五つ目は「声に応える」であります。 

 町民皆さまの声に応えることができるよう、前町政でも広聴効果の高かった夜間町長室

を継続実施するとともに、オンライン町長室の開設や階層別のタウンミーティングなど、

町民の皆さんと向き合える場を増やしてまいります。 

 また、自治体デジタル改革を進め、事務効率を向上させ、職員一人一人が町民と向き合
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い寄り添う役場づくりを進めます。さらに地域課題、特定課題に柔軟に対応できる組織改

編にも取り組んでまいります。 

 最後に、六つ目の「自然災害から守る」でございます。 

 五つの約束の１つであります「昨年被災した道路、河川の復旧」を早急に着手してまい

ります。 

 河川の道路横断箇所の浸水防止対策をはじめとした河川流域全体での整備方針の策定や、

地域、河川別掘削機械等配置システムを構築するなど、安心して生活、営農ができる河川

環境整備に努めてまいります。 

 また、地域などから要望のあります２５路線の道路側溝改修を計画的に進めてまいりま

す。 

 最後に、近年の平均気温の上昇や頻発する大雨が、大規模災害の発生や農畜産物の品質

低下を招くなど、すでに気候変動問題は私たちの生活基盤を脅かす身近な問題となってお

ります。問題の根幹をなしている温室効果ガスの排出量をできる限り抑制し、子どもたち

の未来のために持続可能な社会を実現するため、訓子府町は「２０５０ゼロカーボンシテ

ィ」を目指し「カーボンニュートラル」の実現に向けて町民・事業者の皆さまと協力しな

がら、脱炭素のまちづくりに向けた施策に取り組んでまいります。 

 令和５年度のまちづくりについてでございます。 

 私の町づくりの目標実現に向けた主な施策の推進について、第６次訓子府町総合計画の

７つの将来目標に沿って申し上げます。 

 将来目標の１点目につきましては「安心して『子ども』を産み、育てられるまちづくり」

についてであります。 

 現在、わが国は「世界で最もこどもが少なく、高齢者が多い国」「世界一の少子高齢社会」

となっております。昨年度の本町の出生数は１６人と近年続いていた２０人台を大きく下

回り、今後も同様の傾向が続くことが予想されます。少子化には「これさえすれば間違い

ない」というような特効薬はありません。個々の支援策を体系化しながら総合的な子育て

支援策を確立することが必要となります。本町においては、誰もが安心して子どもを産み、

育児ができる支援や体制の充実を図り、「子育てするなら訓子府」という町の魅力を発信し、

若い世代が本町で暮らし、子どもを産み育てたいと思うことができる町づくりに努めてま

いります。 

 本年度も幼児教育・保育の無償化などの保護者の経済的負担の軽減や、保育教諭や特別

な支援を要する園児のための支援員配置と職員の研修の充実を図るとともに、大きな効果

を上げている保育ＩＣＴシステム「コドモン」の継続利用により、保育教諭の業務効率化、

教諭と保護者との密接な連絡体制の構築、情報発信等を進めてまいります。 

 また、近年社会問題となった、スクールバスでの幼児置き去り事件に対応するため、ス

クールバスへの置き去り防止装置を設置し、万全の安全確保に努めてまいります。 

 子育て支援・子育て支援センター・児童センターにつきましては、「ともに支え合い、安

心して子育て、元気に子育てができるまち」を基本理念とした「第２期訓子府町子ども・

子育て支援事業計画」に基づき、地域全体で子どもや子育て家庭を支援し、安心して子育

てができる環境の整備に努めてまいります。 

 子どもを持ちたい方への特定不妊・不育症治療費助成事業、妊産婦一般健診などの経済
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的支援や産後ケア事業を継続し、出産後の不安解消を図ってまいります。また新たに、低

所得の妊婦への初回産科受診料の助成や妊娠届出時と出産届出時に出産子育て応援給付金

を支給するとともに、妊婦・子育て家庭への伴走型相談支援を進めてまいります。 

 乳児・育児期には、乳幼児健康診査等検査費の助成を継続するほか、新たに３歳児健診

用の視覚検査屈折検査機器を購入し、目の異常の早期発見、早期治療につなげ小児の弱視

の防止につなげてまいります。また、離乳食教室など月齢に応じた各種教室・健康相談の

開催、定期予防接種をはじめとしたインフルエンザ、おたふくかぜの任意予防接種費用へ

の助成、フッ素塗布などの子ども歯科保健事業を引き続き実施してまいります。 

 子育て支援センター「ひだまり」では、乳幼児期の保護者と子どもの交流の場として、

各種行事や講座の開催、託児など一時預かり事業の実施などにより妊娠・出産・子育てへ

の切れ目のない支援に努めてまいります。 

 「子育て世代包括支援センター」では、各担当部署が連携し、妊娠初期からそれぞれの

段階に応じたサービスや情報提供、助言などを通じ、乳幼児から学童に至る子育て不安の

解消を図ってまいります。 

 放課後児童対策につきましては、保護者の就労形態の多様化に対応した支援体制の充実

や児童センター、放課後子ども教室、みつばちクラブ運営支援など子どもたちの放課後生

活の支援に取り組んでまいります。 

 就学前の発達に関し支援が必要な子ども・家庭が利用する北見市子ども総合支援センタ

ーきらりへの通園費助成をはじめ、美幌療育病院専門職による年中児健康相談や子育て支

援センター、認定こども園、小中学校での発達支援事業、障害児自立支援事業などにより

早期発見、療育につなげてまいります。 

 また、ひとり親家庭等への医療費助成、未熟児養育医療費の助成、さらにはこども医療

費の無償化を高校生までに拡大し、子どもの医療および発達支援対策の充実に努めてまい

ります。 

 将来目標の２点目は、「強い『産業』で活力を生み出すまちづくり」についてであります。 

 地方の経済状況については、３年以上にわたるコロナ禍が終息に向かい始めており、コ

ロナ前の消費活動に戻る兆候を示しておりますが、ロシアのウクライナ侵攻に端を発した

エネルギー料金の高騰や生産資材の高騰による影響は地方にも及んでおり、非常に厳しい

状況にありますが、町の活力を生み出し、持続的に発展していくためには、経済活動の基

盤となる産業の振興は、重要な政策の柱であります。 

 特に基幹産業の農業では、国はロシアのウクライナ侵攻を背景とした食糧安全保障問題

対策などを「食料・農業農村基本法」の見直しで議論、一昨年策定された「みどりの食料

システム戦略」の加速化、デジタル田園都市国家構想総合戦略の下、デジタルトランスフ

ォーメーションによる「スマート農業」を強力に推進するなど、施策の大きな転換期を迎

えております。 

 本町においても、これら国の施策を活用しながら、きたみらい農業協同組合を始めとし

た関係団体と緊密な連携を図り、各種施策に取り組み、将来に向けた農業基盤の構築に取

り組んでまいります。 

 また、コロナ禍により大きく疲弊した飲食店をはじめとした町内事業者の皆さまに寄り

添う支援を商工会等と連携しながら進めてまいります。 
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 本町の農業政策の中心を成している農業基盤整備事業については、５地区の事業を継続

してまいります。 

 本年は、山林川地区では排水改良を継続、訓子府川南地区では区画整理などの面工事や

永井の沢排水路の整備、訓子府北東地区では穂波川改修等と区画整理などの面工事を、中

央一期地区、二期地区では用水路工事、リールマシンの導入などに取り組んでまいります。

さらに、次期農業基盤整備計画の検討を進めてまいります。 

 また、昨年６月１９日の豪雨により被災した新井山川について、農業水路等長寿命化・

防災減災事業として令和４年度に引き続き本年度は耕作橋設置工事を進めてまいります。 

 また、農業経営基盤強化促進法の改正により、将来の地域の農業のあり方について、農

業者や農業委員会、農協等関係機関と協議しながら令和７年度末に向け「地域計画（人・

農地プラン）」の策定に着手してまいります。 

 スマート農業の推進にあたっては、スマート農業利用推進事業として、作業の省力化・

効率化やほ場の土壌管理等の観点からドローンの免許資格取得費用の補助を実施してまい

ります。 

 全国的な農業者の減少や高齢化問題については、本町においても同様であり、基幹産業

である農業を将来的に持続していくためにも、農家後継者の確保と就農者の経営能力育成

は継続して実施すべき重要な施策であります。そのため、経営継承・発展支援事業として、

経営を継承した後継者への経済的支援をしてまいります。 

 一方、新規就農者等支援条例に基づく認定新規就農者への支援・助成、国の制度を活用

した農業次世代人材投資資金による就農初期段階の支援などの担い手確保を継続して推進

してまいります。 

 本年度は、農業後継者育成事業として、訓子府町種子馬鈴薯耕作組合の海外研修に補助

をしてまいります。 

 くんねっぷ農業未来づくり試験事業では、北見農業試験場と農業後継者等との連携によ

る玉ネギの早期出荷に向けた品質向上技術の研究開発、北海道大学サテライト活動による

生産者と研究者の交流、担い手の消費者交流や研修参加経費を助成する農業担い手育成事

業を継続して実施してまいります。 

 また、コロナ禍で停滞した担い手相談員と協力員を配置しての農業後継者配偶者対策、

酪農実習生受入推進事業や農業実習生の受け入れなどにも取り組んでまいります。 

 農業経営の近代化と効率化では、麦作振興会におけるコンバインの更新・導入のための

整備資金、農業経営基盤強化資金、異常気象対策資金等への利子補給や畑作物の直接支払

交付金等経営所得安定対策を継続してまいります。 

 畜産経営の効率化。 

 令和５年度では、まず、喫緊の課題である飼料価格の高騰に対し、生産者に対する国の

コスト上昇分の一部補填に、きたみらい農協と協力しながら、上乗せの補助を実施してま

いります。 

 安定的な飼料供給に資するため、牧草地の更新、デントコーンの増反に対して種子代の

補助を実施してまいります。 

 公社営畜産担い手育成総合整備事業として、酪農家の草地整備改良を実施してまいりま

す。さらに家畜資質改善対策事業、家畜伝染病予防対策としての畜産環境整備事業のほか、
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酪農ヘルパー事業などによる労働環境改善、労働力確保などを継続して支援をしてまいり

ます。 

 共同利用模範牧場に関しては、倒壊した飼料槽を撤去した上で、新規柵と日除け屋根を

設置し、電気設備の更新・妊娠鑑定舎の照明設置等を実施し、施設の適正維持に努めると

ともに、入牧牛の飼養管理に努め、入牧頭数の確保による運営の安定化に努めてまいりま

す。 

 魅力ある農業と理解される農業の確立。 

 新たに、訓子府ブランドである「くんねっぷメロン」を守るため、訓子府町メロン振興

会に対し種子代や広告費などに対して支援してまいります。 

 農産物の加工品開発・販売等の６次産業化、ふるさと納税の返礼品としての採用など農

業と連携した取り組みを支援、発展させてまいります。 

 一方では、きたみらい農業協同組合と連携した、シストセンチュウ対策として、小麦コ

ンバイン洗浄機導入への助成、クリーン農業推進のための農業振興対策事業、作物の品質

向上や肥料・薬剤の効果を試験ほ場で実証する農業技術対策事業、農業者による農地およ

び用排水路等の基礎的保全や農村環境保全などを行う集落営農活動支援事業などに対する

助成、農業交流センターを活用した地域加工グループの取り組みや加工技術の向上を目的

とした講習など魅力ある取り組みに対して支援してまいります。 

 食害や踏害など農作物に深刻な被害を与える有害鳥獣対策では、猟友会の協力を得て猟

銃による駆除、くくりわなの貸出しによる駆除の実施、エゾシカ駆除報償金の引き上げの

ほか、狩猟免許取得者への助成による担い手の確保、適正な残滓
ざ ん し

処理に取り組んでまいり

ます。 

 森を守り育てるであります。 

 新たに、一般民有林のうち、木材生産のために「特に効率的な施業が可能な森林」で実

施する保育間伐に対して、国・道とともに補助を進めます。 

 森林環境保全整備事業では、補助対象とならない一般民有林の搬出間伐に対する支援や、

一般民有林の人工造林、除間伐に対し補助を行う民有林振興事業、森林組合への民有林育

成指導事業に対する支援も継続してまいります。 

 町の貴重な財産であります町有林につきましては、将来を見据えた適正な管理を実現し

ていくため、町有林野経営審議会などの専門的な意見とあわせ、ＳＧＥＣ
え す じ ぇ っ く

森林認証の規定

に基づき林道専用道常盤線開通工事とあわせて持続可能な森林経営を推進してまいります。 

 商工観光の活性化でございます。 

 人口減少や空き店舗の散見、業績低迷、経営者の高齢化などにあわせ、コロナ禍により

町内の商業は非常に厳しい状況が続いております。 

 令和５年度も、新たに営業を行う事業者や第２創業に挑戦する事業者の店舗購入または

新築、空き店舗の再活用に係る改装などに要する経費を補助する店舗出店等支援事業、既

存店舗の改修に要する経費の一部を助成する店舗改修事業などの空き店舗対策を継続して

まいります。 

 厳しい環境が続く小売商業およびサービス業ですが、商工会を通じた商業振興策に取り

組むため、引き続き商工会活動の支援を行います。特に、令和５年度は、商工会が新たに

取り組む新ポイントカード事業に支援を行ってまいります。 
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 また、町内における住宅の改修工事や住宅設備の整備を推進する住環境リフォーム促進

事業を継続し、商店街の活性化と商工業者の受注機会の拡大を図ってまいります。 

 商工業就労助成事業、商工業後継者育成助成事業を継続し、後継者の確保をするなど商

工業後継者対策を行い、中小企業特別融資運用基金貸付事業と利子補給、町内企業との情

報交換などにより、企業、事業所の存置対策にも取り組んでまいります。 

 また、機会あるごとに特産品の紹介や町のイメージキャラクターである「めろねっぷ」

と「たまねっぷ」を活用した町のＰＲやイメージアップにも取り組んでまいります。 

 町民の皆さまから要望の多いドラッグストア等の誘致について、事業者への要請をして

まいります。 

 将来目標の３点目は「いつまでも『健康』に暮らせるまちづくり」についてでございま

す。 

 乳幼児期から高齢期までの健康づくりに取り組み、住み慣れた地域で生涯にわたり健や

かで活躍し続けることができる医療、介護、保健福祉の充実したまちづくりを進めます。 

 新型コロナウイルス感染症。 

 発生から３年以上経過し今もなお、世界中で感染者が発生している新型コロナウイルス

感染症については、国のワクチン接種事業に歩調を合わせながら、国、北海道、医療機関

と連携した接種体制を構築してまいります。 

 一昨年スタートした第８期高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画に基づき、住み慣れ

た地域で日常生活を営むことができるように地域の特性に応じた医療、介護、予防、住ま

い、生活支援サービスの提供を可能にする仕組みづくりを推進してまいります。 

 「認知症初期集中支援チーム」では北見赤十字病院と連携し、認知症の早期発見・早期

対応、高齢者の悩みや困りごとを解決するため「生活支援コーディネーター」を社会福祉

協議会に委託配置するとともに、地域での支え合いの具体化を話し合う「協議体」活動を

促進してまいります。 

 在宅の高齢者に対しましては、訪問介護支援および居宅介護支援事業を行う社会福祉協

議会に対する収支補填、災害弱者緊急通報装置の設置、ショートステイサービス、ホーム

ヘルプサービス、愛の声かけ訪問、移送サービス、除雪サービス、配食サービス、老人ク

ラブ連合会による訪問サービス、ＧＰＳ端末購入費を助成する認知症高齢者等対策事業、

高齢者住宅改造費助成、紙おむつ等の購入助成を受けている方への指定ごみ袋無償配布事

業などの高齢者在宅福祉サービス事業、地域包括支援センターにおける相談体制の充実お

よび高齢者の生活機能の維持・向上、自立支援を目的とした地域リハビリテーション活動

支援事業、自主活動による「いきいき百歳体操」の支援など、介護予防事業を引き続き実

施してまいります。 

 また、定住自立圏で構成する北見地域成年後見中核センターと密接に連携し、認知症や

障がい等の理由で判断能力が不十分な方の保護や支援する体制づくりを構築していきます。 

 高齢者の生きがいと自立促進に向けては、社会福祉協議会と連携したボランティア活動、

老人クラブの支援や高齢者の積極的な社会参加促進に取り組むとともに、高齢者を敬愛し、

長寿を祝う場として敬老祭を開催してまいります。また、各地域において自主的に行われ

ている交流の場づくりなどの取り組みに対して今後とも支援、協力してまいります。 

 収支不足が続いている特別養護老人ホーム「静寿園」は、住み慣れた地域で介護サービ
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スを受けながら安心して生活を送ることができるよう、運営する「訓子府福祉会」への支

援を継続するとともに、訓子府福祉会と連携し、建物の長寿命化に向けた検討を進めてま

いります。 

 町の中核的福祉団体である社会福祉協議会の運営に対する支援、民生委員児童委員協議

会や保護司会の活動支援、このほか広域の福祉団体の活動や運営に対する助成を継続し、

地域全体で福祉活動が展開され、共に支え合う地域福祉環境が充実する町づくりに努めて

まいります。 

 住み慣れた町で自分らしい暮らしを人生の最後まで送るためには、健康の保持が特に重

要となります。 

 町民の健康づくりや保健事業は、１１月に健康月間として月間チャレンジ事業での運動

講座や健康講演会を開催するほか、町民健診、後期高齢者健診、各種検診、がんの早期発

見と早期治療につながるＰＥＴ
ペ ッ ト

－ＣＴ
シーティ

がん検診の助成、高齢者インフルエンザ予防接種や

成人用肺炎球菌予防接種のほか、国と連携した追加の風しんの抗体検査など感染症予防対

策に取り組んでまいります。 

 医療に関しましては、地元医療機関と連携した事業展開、休日における救急医療体制の

確保、また、精神疾患、人工透析患者などの特定疾患患者の通院や訪問看護利用に係る交

通費助成など継続してまいります。 

 国民健康保険事業は、医療保険制度の周知や脳ドックの助成、特定健診の受診率向上に

向けた受診勧奨に積極的に取り組むとともに、独自健診・保健指導を実施してまいります。 

 障がい者福祉に関しましては、住み慣れた場所で可能な限り必要な支援が受けられ、社

会参加の機会の確保など、障がいの有無によって分け隔てられることのない共生社会を目

指した障害者総合支援法に基づく、自立支援サービス事業と地域生活支援事業の実施に努

めてまいります。 

 北見地域基幹相談支援センターとの連携を密にし、障がいのある方の高齢化、重度化や

親亡き後を見据えたさまざまな支援を切れ目なく提供できる体制づくりを進めてまいりま

す。 

 町独自の事業である障害者外出支援サービス、配食サービス、除雪サービス、重度身体

障害者交通費助成、障がい者グループホーム「もりの風」の運営支援など、障がい者福祉

の充実に努めてまいります。また、本年度から、就労支援ＮＰＯ法人の「きらきら本舗」

に対する運営支援を進めてまいります。 

 将来目標の４点目は、「きめ細やかな『教育』で豊かな心と健やかな体を育むまちづくり」

についてであります。 

 本年も「第２期訓子府町教育大綱」に基づき教育委員会と密接に連携しながら、多様化

する課題の解決と特色ある教育の形成にも配慮し、「教育の町・くんねっぷ」にふさわしい

町づくりに取り組んでまいります。 

 学校教育では、確かな学力の育成のため、小中学校に町単独の臨時講師および特別教育

支援員を配置するとともに、語学指導助手によるこども園から小中学校、さらには、訓子

府高等学校までの英語教育の実践的学習に取り組んでまいります。 

 また、「ＧＩＧＡ
ギ ガ

スクール構想」により教育環境のＩＣＴが充実したことから、令和５年

度も情報化社会に対応できる情報教育に努めてまいります。 



- 13 - 

 

 そのほか、生徒指導や教職員研修の推進、特別支援教育の充実を図るため教育振興事業

交付金を継続するほか、教科用教材等の整備、充実を図ってまいります。 

 豊かな心と健やかな体の育成に向けて、児童生徒の健康診断や検診、小学校におけるフ

ッ化物洗口の実施などを継続して取り組んでまいります。 

 コミュニティ・スクール担当、学校教育担当の２名の教育専門員の配置や学校運営協議

会、地域学校協働活動などを通じた認定こども園から訓子府高等学校までが一体となった

子どもたちの学びや成長を支える特色あるコミュニティ・スクール活動、ふるさと教育「く

んねっぷ学」を推進してまいります。 

 訓子府小学校は老朽化により危険のある２階教室の照明器具や使用に支障がある各教室

の黒板などの修繕を実施、居武士小学校では児童玄関の修繕や劣化した鉄棒等の更新など

の各学校施設の維持管理や補修など快適で安心して学べる環境づくりに努めてまいります。

また、老朽化が進む義務教育施設の将来的なあり方について、検討を始めてまいります。 

 就学機会の均等を図るため、要保護・準要保護児童生徒就学援助、特別支援教育就学奨

励、就学後における発達に関わる相談・指導事業を継続して取り組んでまいります。 

 奨学資金貸付制度を継続し、家庭の経済的事情に関わらず夢に向かって頑張ることがで

きる環境の充実にも努めてまいります。 

 訓子府高等学校は、オホーツク中学区再編の動きがある中、町の支援策が入学者確保の

一助となっていることから、令和５年度も全力を挙げて支援に取り組んでまいります。特

に令和４年度から開始した訓子府高等学校への通学が困難な区域の生徒を対象にした通学

バスについては利用者の増により１台体制から２台体制へと増台してまいります。さらに、

地域とともにある学校づくりを進め、訓子府高等学校、訓子府高等学校教育振興会議や同

窓会など地域が一体となって入学者確保に向けた学校の魅力発信等と、給食の提供、入学

準備・修学旅行助成や資格取得補助、通学費助成などを継続し町全体での支援を進めてま

いります。 

 「すこやかな心と体で『ちょっといいね！』」を基本理念とする「第２期社会教育中期計

画」に基づき青少年教育では、体験活動の充実やみつばちクラブの運営支援、子ども会活

動の推進、スポーツ少年団の育成、４Ｈクラブや青年団体連絡協議会の活動支援に取り組

んでまいります。 

 成人教育では、くんねっぷの未来づくり大会、公民館講座、くんねっぷ巡回講座など多

様な学びを支援し、はぐくみ講座の開催、若がえり学級を通じた高齢者の学習支援に取り

組んでまいります。 

 社会教育活動の活性化などを図るため、社会教育委員の研修やスポーツ指導者などの養

成、各種団体・サークルの活動支援や交流促進、産業後継者教育に取り組んでまいります。 

 文化芸術につきましては、令和４年度で一区切りを迎えた、武蔵野美術大学と連携した

アート・タウン・プロジェクトについては「ちょっといいね！アートなまちプロジェクト」

として、町民提案・要望型のプログラムを実施し、ワークショップや体験型プログラムを

実施してまいります。文化芸術に親しむ機会として、音楽の広場、秋の文化祭なども継続

して開催し、文化連盟に対する支援も引き続き行ってまいります。 

 また、令和５年度は東京の劇団を招へいし「町民芸術劇場」による演劇公演を実施して

まいります。 
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 公民館については、非常用照明器具、排煙窓、自動ドア、変圧器等、老朽化により修繕

の箇所が多いことから、早急に実施すべき修繕を中心に行い、長寿命化を図ってまいりま

す。また、歴史館においても旧庁舎時代のトタン製の下屋屋根のふき替えを行います。 

 図書館については、読書活動推進計画に基づいた図書の内容充実を図るなど、利用促進

に努めてまいります。 

 また、小中学校へ図書館司書を継続して派遣するとともに、学校図書室の運営と読書活

動の支援を充実させるほか、ブックスタート、絵本セット貸出、子どもの読書活動セミナ

ーの開催、放課後図書館クラブ、図書の宅配、高齢者への読み聞かせ、お試し日曜開館な

ど、子どもから大人まで生涯にわたって、誰もが読書を楽しめる環境づくりを推進してま

いります。 

 一方、整備基本計画策定から８年が経過する図書館建設に向けた検討を進めてまいりま

す。 

 スポーツセンターにつきましては、スポーツと健康づくりの拠点としてスポーツインス

トラクターの配置を継続し、子どもから高齢者までいつでも気軽に楽しく利用できる施設

運営に努めてまいります。また、令和５年度は新たに北海道の事業を活用したプロスポー

ツ交流事業を開催してまいります。 

 温水プールについては、ろ過機のろ材更新や採暖室の電気暖房修繕、屋外体育施設では

パークゴルフ場のエアレーションや土壌改良等芝生の再生補修を実施し、施設機能保持と

利用者に配慮した適正な管理に努め、各種大会の開催など、町内外の人たちの利用促進に

も努めてまいります。 

 将来目標の５点目は、「みんなが快適に暮らせる『基盤』を整えるまちづくり」について

であります。 

 社会資本整備は、町民の日常生活や経済活動を支える重要な施策のひとつであります。 

 道路、橋梁、河川、上水道、下水道、町営住宅、廃棄物処理施設などの多くの設備は経

年劣化しているため長寿命化修繕と良好な維持管理を実施し、生活環境、経済環境の維持

に努めてまいります。 

 定住促進・関係人口についてであります。 

 本町の住宅は持ち家と町営住宅が多くを占める現状にあります。特に公的借家である町

営住宅は、令和２年度に改正した「訓子府町公営住宅等長寿命化計画」に基づき、幸栄団

地で１棟４戸の居住性向上の長寿命化改修を実施してまいります。持ち家対策としまして

は、定住や移住を希望される方に空き家情報を提供する空き家バンク制度と空き家購入や

リフォーム費用に対し助成支援する空き家活用定住対策補助や不良空き住宅等除却費の支

援助成事業を拡充してまいります。 

 令和５年度の道路整備については、末広緑丘線の舗装修繕を継続実施するとともに、新

たに南１３線についても舗装修繕を実施してまいります。また、南１０線や桜ケ丘線、西

２７号線の補修修繕や区画線補修、側溝修繕など道路維持事業を実施し安心できる道路管

理に努めてまいります。 

 また、町道除排雪事業では、導入から３０年が経過した除雪用の大型ロータリーを更新

し、除雪における住民サービスの充実を図ってまいります。高齢者世帯置き雪除雪事業を

継続実施してまいるとともに、橋りょう整備では、まず、令和３・４年に実施した橋梁点
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検に基づく９９橋の橋梁長寿命化修繕計画を策定し橋梁の長寿命化を図ってまいります。

令和５年度は昨年実施設計をした稲穂橋、西１７号線橋、永富橋の橋梁長寿命化修繕工事

を実施してまいります。また、酒谷橋、豊栄橋、西之橋、緑橋の４橋の詳細設計を実施し

てまいります。 

 河川につきましては、山林川を道営水利施設整備事業、穂波川は道営水利施設等保全高

度化事業による整備を継続し酒谷川、山林川の護岸補修や永井の沢川の土砂溜め桝の設置

など河川の維持管理に努めてまいります。 

 オロムシ川およびポンケトナイ川の河川改修工事の早期完成、訓子府川の駒里樋門新設

のほか、長年被災が続く紅葉川は国営事業による着工に向け引き続き関係機関に粘り強く

要請し、災害の未然防止や減災対策を図ってまいります。 

 水道事業につきましては、道営訓子府川南地区水利施設等保全高度化事業を活用し、豊

坂、清住区域の営農飲雑用水整備のうち３，４００メートルの配水管整備を実施、また、

大谷水系導水管１，３００メートルの更新を実施してまいります。北２条線、道々北見白

糠線の老朽管更新事業の継続のほか、北栄・緑丘ポンプ場のポンプ更新を実施してまいり

ます。 

 計画的に老朽管路更新を進め、安全、安心な水道水供給に向けた維持管理に努めてまい

ります。 

 下水道につきましては、訓子府町農業集落排水管理センターの強靭化事業設備機器更新

を継続し、施設の長寿命化と機能強化を図ります。 

 また、令和６年の企業会計導入に向けた地方公営企業法適用事業に取り組んでまいりま

す。 

 実践会地区での個別排水処理浄化槽の設置による水洗化の普及促進を継続し、各施設を

良好に維持管理し、快適な生活環境整備に努めてまいります。 

 北海道横断自動車道は、端野・美幌高野間の早期完成、陸別・小利別間の早期整備と女

満別空港・網走間、足寄・陸別間の早期着手など全線開通に向け国などに要請してまいり

ます。 

 本町唯一の公共交通機関を運行する北海道北見バスに車両更新購入費を含めた地域間幹

線系統確保維持事業費補助金を路線沿線の北見市、置戸町、陸別町と連携したなかで継続

支援し、バス路線の維持、確保を図ってまいります。 

 また、地域、特に交通弱者である高齢者の足の確保対策としての高齢者ハイヤー利用サ

ービス、路線バス高齢者利用支援事業、高校生等のバス通学定期運賃補助を継続してまい

ります。 

 ごみの減量化や再資源化、住民によるリサイクル運動の推進、廃棄物処理場の適正な管

理、１市２町一般廃棄物広域処理、し尿処理体制の確保などを進めてまいります。また、

葬斎場「清陵苑」は、２号炉設備の大規模改修を実施するなど、良好な維持管理により利

用者の利便性の向上のほか、墓地の適正な管理と合葬墓の運営を継続してまいります。 

 将来目標の６点目は、「みんなの『安全・安心』を支えるまちづくり」についてでありま

す。 

 昨年発生した局地的短時間豪雨に見られるように、昨今の気候変動により、今まででは

起こり得なかったような自然災害により、甚大な被害を発生させております。 
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 いつ襲ってくるかわからない災害に備え、安全、安心に暮らせる地域づくりを引き続き

進めてまいります。 

 本年度は、第一に、昨年に引き続き被災箇所の１日も早い復旧に努めてまいります。 

 災害発生時には、モバイルアプリケーションいわゆる「ライン」を用いた通報システム

を構築し、迅速な被災箇所の把握に努めてまいります。 

 災害発生初期の、自助、共助などを町全体で進めていくため、自主防災組織の設立、育

成などを通じた住民の防災意識の向上のほか常呂川雨量観測所や簡易水位計を用い、関係

機関との緊密な連携を図りながら町民への迅速な情報提供を進め、地域防災力の強化を図

ってまいります。 

 本年度においても、交通安全協会、交通安全推進委員会と連携するとともに、交通安全

指導員をはじめ、地域の協力も得ながら、定例および期別の街頭啓発、各学校等における

安全教室の実施など交通安全意識の向上と町道南８線と町道相内線のゼブラライン整備、

農道南７線と西２１号線の「止まれ看板設置」、農道南７線と白糠線の「止まれ路面標示」

など、交通安全施設の維持管理により今後も交通事故死ゼロが継続するよう努めてまいり

ます。 

 令和２年度には、北海道警察の要請などにより防犯カメラを設置するなど、犯罪抑制に

努めているところでありますが、全国的にも子どもたちを襲う悲惨な事件は後を絶たない

ことから、防犯協会、暴力追放推進協議会などの関係機関と連携し、犯罪の未然防止や暴

力追放に引き続き取り組んでまいります。 

 広域で連携する消費生活相談やトラブル防止に向けた啓発など、生活安全の確保にも努

めてまいります。 

 将来目標の７点目は、「『みんなの力で』暮らしやすいまちづくり」についてであります。 

 本年度はまず、令和 7年度に稼働される、全国で共通化・標準化される自治体情報シス

テム導入に向けた作業に着手いたします。 

 また、訓子府町公式ラインに各種事業予約システムなどの付加機能を付け、町民サービ

スの向上に努めてまいります。 

 まちづくり町民参加条例による意見、まちづくり推進会議からの提言、夜間町長室開放

の継続のほか、オンライン町長室や階層別タウンミーティングなど新たな広聴活動を検討

し、積極的に取り組んでまいります。 

 また、ホームページやフェイスブック、ツイッターなどのＳＮＳを活用した積極的な行

政情報の発信を継続し、さらに今年度は訓子府町公式ラインを開設し、情報発信や住民サ

ービスにつなげてまいります。 

 町内会、実践会はまちづくりの基盤であり、自治会ごとに様々な取り組みを進めること

ができるよう、また、地域が一つになり活気あふれる豊かな地域づくりができるよう、引

き続き支援するとともに、住民が主体的に取り組むまちづくり活動への支援も検討してま

いります。 

 ふるさとおもいやり寄付制度につきましては、令和５年度も事業推進を図るとともに、

適正な制度運用のもと、物産のＰＲ、産業の振興、地域活性化を推進するため、事業者な

ど関係者と連携を図りながら多様な取り組みに努めてまいります。 

 数年前からさまざまな活動の中心を担っている女性グループなど、活発化している活動
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を見守りつつ、必要に応じ意見交換を行うなど、女性の社会参加促進にも努めてまいりま

す。 

 姉妹町高知県津野町との交流については、昨年度から両町の商工会同士でお互いの特産

品販売の検討がはじまるなど、行政以外の民間レベルでの交流に期待するとともに、人事

交流、小学生の交換留学や文化交流も継続して実施してまいります。 

 行政運営につきましては、「第５次行政改革大綱」に基づく実施計画と「第６次訓子府町

総合計画」後期重点プロジェクトを着実に実行し、将来にわたり持続可能な行財政運営を

確立するため、町民参加と官民連携、各種事業の再構築、公共施設の長寿命化や更新のマ

ネジメント、組織、業務の見直しなどを推進してまいります。 

 財政運営にあたっては、国や北海道などの財政支援制度等の有効な活用を図るとともに、

基金運用の適正化と公債費の最適化に配慮した予算編成により、将来に過度な負担を残さ

ない財源対策など財政の平準化を図ってまいります。  

 行政を担う職員の資質や能力向上は効率的、効果的な行政運営を推進するため必要であ

り、その成果を町政運営に反映させ、福祉の増進につなげることも重要な政策の一つであ

ります。自治大学校への職員派遣など各種研修に積極的に参加させ、自治体職員としての

知識や能力の向上に努めてまいります。 

 また、地域担当職員制度についても高齢者宅の訪問や地域行事への参加を通じて地域に

学び、地域課題を共有し解決につなげる仕組みづくりも検討してまいります。 

 以上、私の基本姿勢と令和５年度の施策の一端を述べさせていただきました。 

 町民の皆さまならびに町議会議員の皆さまの一層のご理解とご協力を心からお願い申し

上げ、令和５年度の町政執行方針とさせていただきます。 

○議長（山田日出夫君） ここで午前１０時４５分まで休憩といたします。 

 

休憩 午前１０時３３分 

再開 午前１０時４４分 

 

○議長（山田日出夫君） 休憩前に戻り、会議を再開いたします。 

 日程第４、執行方針を継続いたします。 

 林教育長から教育行政執行方針がありますので、この際、発言を許します。 

 教育長。 

○教育長（林 秀貴君） 令和５年度 教育行政執行方針。 

 令和５年第２回定例町議会の開会にあたり、訓子府町教育行政の執行に関わる主要な施

策について申し上げ、町民の皆さまならびに町議会の皆さまのご理解とご協力を賜りたい

と存じます。 

 新型コロナウイルスの感染拡大や国際紛争、物価高騰など、人々の生命や価値観、生活、

行動、さらには経済や文化など社会全体に広範囲かつ多面的な影響を与え複雑で予測困難

な時代となっています。 

 また、人口減少・少子高齢社会やグローバル化の進展など、我々を取り巻く環境はます

ます変化しており、人生１００年時代の到来や超スマート社会（Ｓｏｃｉｅｔｙ
ソ サ エ テ ィ

５．０）

の加速など、社会の大転換期を迎えています。 
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 このような急激に変化する時代の中で、本町が将来にわたって持続可能な発展をしてい

くためには、さまざまな課題を自ら乗り越え、さまざまな人たちと協働して、新たな価値

を作り出していく担い手を育むための教育の役割がますます重要となっているところです。 

 「教育は人づくり」の視点に立ち、誰もが安心して子育てできる環境づくりや、未来を

担うすべての子どもたちが夢や希望を実現できるよう、また、誰もが生涯にわたって心豊

かに健康で暮らしていける教育環境づくりに努めてまいります。 

 教育行政執行方針の基本的な考えについて申し上げます。 

 変化が激しく、先の見通せない時代を迎え、ますます複雑化、多様化する教育課題の解

決のため、「第６次訓子府町総合計画」や「第２期訓子府町教育大綱」に基づき、「学校教

育」「社会教育」「子育て支援・幼児教育」が連携を図り、未来を担う子どもたちが、生き

生きと自分らしく成長できるよう、学校・家庭・地域の教育力を高め、世代に応じた文化・

芸術・スポーツの環境をつくり、活力ある地域社会を形成することができる教育行政の推

進に努めてまいります。 

 主要施策の推進について申し上げます。 

 はじめに、「学校教育」における取り組みについて申し上げます。 

 社会が大きく変化する中、子どもたちが着実に社会を切り拓いていくためには、自ら学

び、考え、課題を発見して解決する「生きる力」を育むことが重要です。 

 そのため、学校教育においては、子どもたち一人一人ひとりの個性を生かし、必要な資

質・能力を身に付けさせる学びの環境づくりに努めてまいります。また、コミュニティ・

スクールにより、学校・家庭・地域が連携を図りながら、多様な体験活動を通して地域と

一体となったふるさと教育「くんねっぷ学」を推進いたします。 

 さらに、就学前から義務教育まで一貫した教育体系の接続のために、本町の教育環境を

生かしながら、子どもの発達や学びの連続性を高めた「訓子府スタイルの幼小中連携教育」

の充実を図ってまいります。 

 （１）確かな学力の育成については「確かな学力」の育成のためには、学習意欲を高め、

発達段階に応じた基礎的・基本的な知識・技能の習得が必要であり、そのためには、ＩＣ

Ｔを効果的に活用しながら「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善に取り

組んでまいります。また、町単独の臨時講師を配置し、授業でのチーム・ティーチングや

習熟度別指導など、一人一人に応じたきめ細やかな指導体制を充実してまいります。 

 さらに、家庭と連携しながら、子どもたちの学習習慣の定着を図ってまいります。 

  子どもたちの情報活用能力を身に付けるために１人１台のタブレット端末を効果的に

活用し、デジタルドリルや学習用ソフトなどを活用した授業展開を図るなど、ＩＣＴ教育

を推進してまいります。 

 また、情報機器によるトラブルの未然防止と使い方を含めたルールづくりのため、学校

と家庭が連携した情報モラル教育の一層の充実を図ってまいります。 

 各学校での外国語授業の対応やコミュニケーション能力の向上を図るため、認定こども

園と各小中学校、さらには、訓子府高等学校で語学指導助手を活用した英語教育の実践的

学習を計画的に行ってまいります。 

 （２）豊かな心と健やかな体の育成については、人間関係が希薄化・複雑化する中で、

子どもたちが豊かな心や人間性を育み、心身ともに健やかに成長できるように、地域での
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交流や文化・芸術活動などの多様な体験活動とあわせ、道徳教育の推進を図り「心の教育」

や「健康教育」の充実に取り組んでまいります。 

 子どもにとって読書活動は、感性を磨き、創造力を高め、学習の基本となることから、

引き続き図書館司書の派遣を継続し、学校図書館システムの活用を図り、各学校の担当教

職員との連携を深め、学校図書室の環境整備と読書活動の推進に努めてまいります。 

 いじめ、不登校の問題については、「いじめ」「不登校」の手引きの活用やアンケート調

査、教育相談の実施、日常的な指導と併せて、家庭や関係機関と連携を図りながら、未然

防止、早期発見、早期対応に取り組んでまいります。 

 子どもたちの心身ともに健やかな育ちを支えるため、創意工夫した体力・運動能力向上

の取り組みを推進し、学校・家庭・地域が連携した運動機会の充実を図ってまいります。 

 子どもたちの健康保持のために、各種健康診断、フッ化物洗口などを実施するとともに、

健康教育の充実を図りながら、疾病の防止や早期発見、基本的な生活習慣の定着に努めま

す。 

 また、新型コロナウイルス感染症をはじめとする各種感染症などへの対策を講じながら、

安全・安心な学校教育活動に取り組んでまいります。 

 （３）地域と連携した教育力の向上については、スポーツ活動や文化活動の部活動地域

移行につきましては、関係団体や近隣自治体と連携を図りながら、本町の課題や地域の実

情・意向なども踏まえて「訓子府スタイルの部活動のあり方」を検討してまいります。 

 子どもたちがふるさとに対する愛着と誇りを育み豊かな感性を持てるように、訓子府町

の歴史や文化、産業や自然環境などの特性を生かしたふるさと教育「くんねっぷ学」を発

達段階に応じた多様な体験活動として推進してまいります。 

 教職員一人一人が高い指導力と専門性の向上を図り授業改善に取り組んでいくための支

援を行うとともに、教職員の働き方改革とあわせた職場環境づくりに努めてまいります。 

 （４）学習環境の充実と安全教育の推進については、子どもたちが快適で安心して学べ

る良好な学習環境のため、学校施設や設備の適正な点検や維持管理に努めるとともに、老

朽化が進んでいる各小中学校の近い将来に向けた施設整備のあり方について検討を進めて

まいります。 

 本年度は経年劣化した訓子府小学校の教室照明器具修繕や黒板張り替え、遊具の修繕、

居武士小学校の遊具更新や玄関タイルの修繕など行ってまいります。 

 自らの安全は自ら守るの視点に立ちながら、学校・家庭・地域・関係機関が連携し、交

通安全や防犯、防災などに関する教育活動を推進してまいります。 

 児童生徒の遠距離通学対策として、老朽化したスクールバスを１台更新する準備を進め

るとともに、スクールバスへの「置き去り防止装置」を設置し安全で安定的な運行に努め

てまいります。 

 （５）開かれた学校づくりについては、地域の特色を生かした学校づくりのため、地域

全体が学校の応援団となり子どもたちの成長を支えていくコミュニティ・スクールについ

ては、地域資源や人材の活用を図り、認定こども園から小中学校、訓子府高等学校までが

一体となった特色ある教育活動を行ってまいります。 

 （６）食育事業の推進と魅力ある給食の提供については、地元農産物など地場産品の活

用を通し、食に関する正しい知識と望ましい食習慣を身に付け、地域の産業や食文化を学
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ぶなど食の大切さを知る食育事業を推進してまいります。 

 物価高騰に伴う給食材料費の増額分については、給食費を値上げすることなく町から支

援を行い、保護者の負担軽減を図ってまいります。 

 安全・安心な給食の提供のため、老朽化している給食センターの「食器洗浄機」更新を

行うなど、適正な施設の維持管理に努め、衛生管理の徹底、異物混入防止、生活指導管理

表に基づくアレルギー対応などの安全対策を図ってまいります。 

 （７）学びのための教育環境の充実については、特別な支援を必要とする子どもたちに

対して、学習面や学校生活を支えていくため、教職員の指導力の向上とともに、町単独の

特別支援教育支援員の配置を継続し、切れ目のない支援の継続と発達や特性に応じたきめ

細やかな対応を図ってまいります。 

 また、専門機関による「発達支援事業」を通じ、一人一人に応じた指導の充実を図ると

ともに、「育ちの手帳」を認定こども園から訓子府高等学校まで活用し、一貫した支援の充

実に努めてまいります。 

 子どもたちの将来が経済的環境に左右されることなく、就学に関わる機会均等を図るた

め、就学援助事業や奨学資金貸付事業を継続し、学びの保障を行ってまいります。 

 （８）訓子府高等学校の振興と存続については、本町唯一の高校である訓子府高等学校

は、開校以来、地域の高等教育と有用な人材育成に大きな役割を担っており、高校を取り

巻く厳しい状況の中で、町を挙げて地元高校の支援に努めてきたところです。しかしなが

ら、少子化による中卒者の大幅な減少や北見地域の高校配置のあり方などにより、今後の

高校配置計画への影響が懸念されているところです。 

 教育委員会としては、こうした状況を踏まえながら、昨年度「通学費助成・給食の提供・

進路支援」などの九つの支援に加え北見市内の通学困難地域への通学バス運行やタブレッ

ト端末の助成を実施するなど、生徒や保護者のニーズに合わせた支援策などの効果により、

今年度の入学者が大幅に増えることとなりました。 

 訓子府高等学校は地域の人材育成や地域課題の解決など、本町のまちづくりにとって重

要な教育機関であり、北海道教育委員会や訓子府高等学校と協調し、本町の教育資源を活

用し地域とともに魅力ある高校づくりを行いながら、入学者確保に努めてまいります。 

 これからも高校を取り巻く情勢を踏まえながら、学校の応援団である「訓子府高等学校

魅力化プロジエクト委員会」をはじめ、ＰＴＡや関係機関・団体と協力しながら全町一体

となった訓子府高等学校の振興・存続に向けた取組みを推進してまいります。 

 ２点目に、「子育て支援」における取り組みについて申し上げます。 

 人口減少と少子化が急速に進行し、コロナ禍などにより地域のつながりが希薄化し、誰

もが安心して子どもを産み、育てることができる環境が求められています。 

 このため、子育てを取り巻くさまざまな環境に対応しながら、認定こども園、子育て支

援センター、児童センターの３施設が互いに連携し、子育てしやすいまちづくりに努めて

まいります。 

 また、子育て支援や少子化対策など国の動向や社会情勢を見ながら、本町の環境や特性

を生かした子育て支援の充実に努めてまいります。 

 （１）子どもを育てる環境整備については、安心して子育てができるための支援の充実

を図るために、乳児家庭訪問や成長に応じた子育て支援の教室、乳幼児健康診査、健康相
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談等の各種事業を実施してまいります。 

 子育て家庭への包括的な支援を行う「子育て世代包括支援センター」と関係機関が連携

を図り、妊娠から出産、子育て期にわたる切れ目のない支援に取り組むとともに「子育て

アプリ」やＳＮＳなどを活用し、子育てに関する情報の発信に努めてまいります。 

 乳幼児をもつ保護者の育児負担軽減とリフレッシュのため「託児無料券」の交付事業を

継続し、子育て支援センターと連携したきめ細やかな子育て支援を図ってまいります。 

 （２）障がい児支援の充実、子どもの健康づくりについては、発達に関し支援が必要な

子どもや家庭に対し、乳幼児健康診査や健康相談をはじめ、認定こども園などの子育て施

設と連携した発達支援事業などにより、早期発見・療育を行い、一人一人の発達や特性、

多様化する子育てニーズへのきめ細やかな支援体制の充実に努めてまいります。 

 子どもの健康については、「子宮頸がんワクチン」をはじめとする定期予防接種のほか、

インフルエンザ、おたふくかぜなどの任意予防接種や虫歯予防のためのフッ素塗布に対す

る費用の助成を継続してまいります。 

 ３歳児健診用の「視覚検査屈折検査機器」を購入し、弱視などの早期発見、早期治療に

つなげてまいります。 

 （３）子育て支援センター機能の充実については、子育て支援センター「ひだまり」で

は、子育て交流や子育て講座・学習会などの各種行事などを通じて子どもたちがのびのび

と遊び、保護者同士が交流できる「子育て支援の拠点」としての役割を引き続き果たして

まいります。 

 また、今年度より保健師と管理栄養士などの専門職による子育て相談を定期的に実施し、

安心して子育てできる環境づくりに努めてまいります。 

 育児負担の軽減や各種行事での託児などにおいて、子育てボランティアの「メロンキッ

ズ」と連携し、一時預かり事業の充実を図ってまいります。 

 （４）児童センター機能の充実については、児童センター「ゆめゆめ館」は、放課後や

週末、学校休業日に安心して過ごせる場として、自由に活動や学習、遊びができる環境を

整備し、子どもたちの健全育成に努めてまいります。 

 保護者の就労形態の多様化により利用児童や特別な支援を必要とする児童が増えてきて

いることから、子どもの特性に応じた支援体制の充実を図ってまいります。 

 ３点目に「認定こども園」における取り組みについて申し上げます。 

 乳幼児期の教育・保育は、子どもたちの健全な心身の発達や人格形成の基礎を担う重要

な時期であり、豊かな生活や遊びを通じて、子どもたちの健やかな成長のための質の高い

教育・保育の提供に努めてまいります。 

 また、昨年度、新たに導入した保育ＩＣＴシステムを活用し、保護者との連携、情報発

信を行いながら、安心して信頼される教育・保育に努めてまいります。 

 （１）幼児教育・保育環境の充実については、木のぬくもりあふれる認定こども園の特

徴を生かし、はだし保育やリズム運動、自然との触れ合い、異年齢との交流などにより、

乳幼児期からの健康な体づくりや豊かな人間性、社会性を育てていきます。 

 近年、保護者の就労形態の多様化などにより未満児の入園率が高まっていることから、

必要な保育教諭を確保し安定した保育体制を維持するとともに、保育教諭などの研修機会

の充実を図り、教育・保育の質の向上に努めてまいります。 
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 発達に特性がみられる子どもを支援するために、保育補助員や支援員の配置を継続する

とともに、関係機関と連携した発達支援事業を行い、きめ細やかな支援に努めてまいりま

す。 

 子育て世帯の負担軽減として、国の制度による３歳以上の「幼児教育・保育の無償化」

のほか、本町独自の保育料軽減や多子世帯への保育料減免を継続し、さらには保育料の完

全無償化の検討を行いながら、安心して子育てできる環境づくりを図ってまいります。 

 食育については、自園給食による地元農畜産物の活用や正しい食習慣を身に付ける食育

活動に取り組むとともに、食物アレルギー対策として、生活管理指導表に基づく対応を行

い、安全・安心な給食の提供を行ってまいります。 

 （２）地域における子育て支援については、地域に開かれた認定こども園として「園開

放」など地域住民や関係機関との交流を図るとともに、子育て支援センターなどと連携し、

子育て相談や保護者研修会などを行い、保護者のニーズに応じた子育て支援の充実に努め

てまいります。 

 認定こども園と各小中学校や訓子府高等学校の教職員、園児、児童生徒との連携・交流

を図るとともに、小学校への円滑な接続に向けた就学指導の連携体制の充実を図ってまい

ります。 

 ４点目に、「社会教育」における取り組みについて申し上げます。 

 少子高齢化や高度情報化、グローバル化の進展などわれわれを取り巻く環境が大きく変

化しており、さらに、多様な価値観や新型コロナウイルス感染症の影響などにより、社会

の希薄化が進む中で、生涯学習が果たす人づくりや地域づくりがますます重要となってき

ております。 

 このため、人生１００年時代を迎え、町民が豊かな生活を送り、ライフステージに応じ

た学習機会の充実を図るため「第２期社会教育中期計画」に基づき、あらゆる学習・文化・

スポーツ活動を支援し、学校・家庭・地域と連携を図りながら、豊かな教育環境づくりに

努めてまいります。 

 （１）幼少年教育の充実については、幼少年期については、子ども会活動や子どもたち

のさまざまな体験活動の充実を図るなど、社会性や自主性、協調性を養うために「通学合

宿」や「放課後子ども教室」「公民館・図書館・スポセン連携事業」などを実施し、さらに、

居武士小学校区の「みつばちクラブ」に対する支援の継続・充実を図ってまいります。 

 子どもたちの安全・安心を確保するため、「子ども１１０番の家」「子ども安全パトロー

ル」事業を継続実施するとともに、コミュニティ・スクールで実施している「ながら見守

り」活動とも連動し、地域ボランティアとの連携を図り、子どもたちを守り育てる地域づ

くりを推進してまいります。 

 （２）青年教育の充実については、青年期については、青少年活動の拠点である「青少

年研修館」を活用し、地域に根ざした実践的な学習・文化活動を行っている青年団体への

支援を継続してまいります。 

 地域で主体的に活動する青年活動を支援し「産業後継者研修事業」などを通じて、地域

のリーダーとなる人材の育成に努めてまいります。 

 （３）成人教育の充実については、成人期については、多様化・高度化する学習ニーズ

への対応や学びの機会をきっかけに、住民同士のつながりや地域づくりを構築し、生活課
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題や地域課題を解決していくために「公民館講座」「くんねっぷの未来づくり大会」「くん

ねっぷ巡回講座」「わくわく地域づくり活動支援事業」などを実施し、多様な学習や文化・

スポーツ活動を支援しながら、学びの環境づくりに努めてまいります。 

 （４）高齢者の学習支援については、高齢期については、生きがいづくりと知恵や技を

次世代へ伝承するために、個々の能力や適性に応じた社会参加を促し、豊かな生活が送れ

るよう、学習支援に努めます。 

 学級生が自主的に運営する「若がえり学級」での世代間交流や気軽に参加できるような

新たな活動を行い、健康で生きがいが持てるような学習活動を支援してまいります。 

 また、社会体育部門や福祉保健課と連携し、高齢者の健康・体力づくりに対する学習機

会の充実を図ってまいります。 

 （５）公民館の運営・整備については、昨年４０周年を迎えた公民館では、個人や団体

が自由に活動の発表ができる場として、ロビー開放の実施や利用者懇談会を開催するなど、

利用しやすい施設運営に努めてまいります。また、施設面では、講堂・ロビー排煙窓修繕

や非常用照明器具交換等を実施し、安全で安心な施設整備に努めてまいります。 

 （６）文化・芸術活動の推進については、文化・芸術活動については、「訓子府町文化芸

術活動方針」に基づき、各機関や団体と連携を図りながら、多くの町民が文化・芸術に触

れられる機会の確保に努めてまいります。 

 昨年度で公開制作による彫刻作品が完成した「アート・タウン・プロジェクト事業」は、

新たに「ちょっといいね！アートなまちプロジェクト」として、武蔵野美術大学と連携を

図りながら、町民参加型・体験型事業の実施と総合的な文化芸術事業や町民が気軽に参加

できるワークショップ、アート体験プログラムなどを開催してまいります。 

 さらに、町内にある芸術作品などの適正な維持管理を行いながら、町民が文化・芸術に

親しみ活発に活動できる環境づくりに努めてまいります。 

 芸術・文化に親しむ機会として、文化庁文化芸術振興費補助事業による「町民芸術劇場」

の演劇公演や、町民が文化・芸術を発表する機会である「音楽の広場」、「秋の文化祭」な

どを開催してまいります。 

 また、歴史館については、経年により劣化した玄関等１階部分の屋根のふき替え修繕を

実施し、町の歴史的建造物としての保存と活用を図ってまいります。 

 （７）社会教育関係団体への支援については、社会教育関係団体の活動を支援するため、

活動費助成と大会への派遣費助成を継続するとともに、団体活動の活性化を図るため、団

体やサークルの交流、指導者の養成と研修機会の確保に努めてまいります。 

 （８）図書館については、子どもから大人まで生涯にわたって読書を楽しめる環境と読

書活動を推進するため「読書活動推進計画」に基づき図書館サービスの充実に努めてまい

ります。 

 乳児を対象とした「ブックスタート」をはじめ、読み聞かせや移動図書など、子どもの

読書活動の支援を図るとともに各小中学校へ定期的な司書の派遣を継続し、児童・生徒の

読書環境の充実を図ってまいります。 

 読書への関心を高めるためのセミナーの開催、図書の宅配サービス、高齢者への読み聞

かせなど、幅広い年代が読書に親しめる環境づくりを推進するとともに積極的な情報発信

を行い、より町民に親しまれる施設をめざしてまいります。 
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 昭和５９年に開館した図書館は築４０年ほどとなり、施設と設備の老朽化と狭隘化
きょうあいか

が著

しく運営にも支障をきたしており、高度情報化社会などに対応した、誰もが快適に学び「本

のある生活を支える図書館」としての新しい図書館整備に向けた検討を進めてまいります。 

 ５点目に、「社会体育」における取り組みについて申し上げます。 

 近年、健康の増進・維持のためのスポーツに対するニーズが高まっており、生涯を通じ

て誰もがスポーツに親しみ、健康で充実した生活が送れるよう、世代やニーズに応じたス

ポーツ事業などを充実させ、気軽に健康づくり・スポーツ活動に取り組めるような環境づ

くりを進めてまいります。 

 （１）社会体育施設の整備充実については、社会体育施設については、利用者が快適に

安心して利用できるよう、計画的かつ適切な維持管理に努め、運営の充実を図ってまいり

ます。 

 スポーツセンターは、本町のスポーツと健康づくりの拠点施設として町内外から多くの

利用があり、今後も利用者の年齢や体力に応じたスポーツ活動の場として、子どもから高

齢者までがいつでも気軽に楽しく利用できる施設運営に努めてまいります。 

 温水プールについては、水槽内のろ過機のろ材交換、採暖室の電気暖房修繕、空調機エ

アーフィルター交換、屋外体育施設では、パークゴルフ場や野球場などの芝生の維持管理

作業に加え、干ばつや経年による劣化が激しいパークゴルフ場の土壌改良などの芝生再生

を実施し、さらにスキー場ロッジトイレの洋式化修繕を実施するなど、安全で快適に利用

できる施設づくりに努めてまいります。 

 （２）スポーツ活動の活性化については、スポーツセンターについては、運動指導で好

評なインストラクターを継続配置し、トレーニングルームやストレッチスペースなどの利

用促進を図り、運動や健康づくりに対してのきめ細やかなサポートを行ってまいります。

また、福祉保健課と連携して町民の健康づくりのサポートを行うために専門的な指導者を

積極的に派遣してまいります。 

 各スポーツ団体の活動や大会運営に対する助成や大会への派遣費、指導者養成のための

研修費の支援を継続するとともに「まなベル」「スポセン通信」ホームページなどによりス

ポーツに関する情報を発信し、スポーツによる地域コミュニティの強化を図ってまいりま

す。 

 子どもたちの体力向上のための新たな取り組みとして、こども園や各小学校などと連携

を図り、専門的な指導者を派遣して、幼児から小学生まで一貫した体力向上を支援してま

いります。 

 以上、令和５年度の教育行政に関わる主要施策について申し上げました。 

 町民の皆さまならびに町議会議員の皆さまのご理解とご協力を心からお願い申し上げ、

教育行政の執行方針といたします。 

○議長（山田日出夫君） 以上をもって、町政執行方針ならびに教育行政執行方針を終了

いたします。 

 

    ◎議案第４２号 

○議長（山田日出夫君） 日程第５、議案第４２号 監査委員の選任についてを議題とい

たします。 
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 該当者は退席をお願いをいたします。 

（該当者退席） 

〇議長（山田日出夫君） 提出者からの提案理由の説明を求めます。議案書では３６ペー

ジです。 

 町長。 

○町長（伊田 彰君） 人事案件でございますので、私の方からご提案を申し上げます。

議案書３６ページをお開きください。 

 議案第４２号 監査委員の選任について。 

 監査委員の選任につきましては、地方自治法第１９６条第１項の規定によりまして、議

会の同意をいただくものでございます。 

 本規定では、監査委員は、地方公共団体の長が議会の同意を得て、人格が高潔で普通地

方団体の財務管理、事業の経営管理、その他行政運営に関して優れた識見を有する者のう

ちから選任すると規定されております。 

 識見を有する監査委員として、令和元年から監査委員を務められている大町にお住いの

平塚晴康氏の選任にご同意をいただきたくご提案を申し上げるものでございます。 

 議員の皆さまもご存じのとおり、平塚氏は長年にわたり地方自治の一線で活躍され、令

和元年から代表監査委員として、公正で合理的かつ能率的な本町の行政運営確保のため、

ご尽力いただいております。行政分野全般にわたり精通されていることから、監査委員と

して適任者と存じますので、選任のご同意を賜りますようお願い申し上げます。 

 なお、任期につきましては、令和５年７月１７日から令和９年７月１６日までの４年間

ですので、どうぞよろしくお願い申し上げます。 

○議長（山田日出夫君） 提案理由の説明が終わりました。 

 これより、質疑を行います。１人３回まで質疑を行えます。 

 ご質疑ありませんか。 

（「なし」との声あり） 

○議長（山田日出夫君） 質疑がないようなので、これをもって質疑を終了いたします。 

 お諮りいたします。 

 議会運営基準の規定により討論を省略することとし、ただちに採決いたしたいと思いま

す。 

 これにご異議ございませんか。 

（「異議なし」との声あり） 

○議長（山田日出夫君） 異議なしと認めます。 

 よって、討論を省略し、ただちに採決いたします。 

 これより、議案第４２号の採決を行います。 

 本案を原案のとおり同意することにご異議ございませんか。 

（「異議なし」との声あり） 

○議長（山田日出夫君） 異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり同意されました。 

（該当者入場） 
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    ◎議案第４３号、議案第４４号、議案第４５号、議案第４６号、議案第４７号、 

     議案第４８号、議案第４９号、議案第５０号、議案第５１号、議案第５２号、 

     議案第５３号、議案第５４号、議案第５５号、議案第５６号 

〇議長（山田日出夫君） 日程第６、議案第４３号 農業委員会委員の任命についてから

日程第１９、議案第５６号 農業委員会委員の任命についてまでの１４件は、いずれも委

員任命同意の議案でありますので、この際、一括議題といたします。 

 地方自治法第１１７条の規定によって、泉愉美君の退場を求めます。 

（泉愉美君退場） 

 なお、説明員の中にも該当者がいらっしゃいますので、該当者は退席をお願いいたしま

す。 

（該当者退席） 

〇議長（山田日出夫君） 提出者からの提案理由の説明を求めます。議案書３７ページか

ら４３ページにわたります。 

 町長。 

〇町長（伊田 彰君） 人事案件でございますので、私の方からご提案申し上げます。 

 農業委員会委員の任命について。 

 議案第４３号、３７ページから議案第５６号まで、農業委員会等に関する法律（昭和２

６年法律第８８号）第８条第１項の規定により、農業委員会委員の任命について、議会の

同意を求めるものでございます。 

 議案第４３号。 

 住所、訓子府町字日出２７１番地６、古沢栄一さま。昭和３５年２月９日お生まれで、

現在６３歳でございます。経歴につきましては、昭和５４年から農業に従事、平成２６年

３月から平成３０年２月まで、てん菜耕作組合長、平成２２年および３０年に日出実践会

長。平成３０年には実践会連絡協議会会長としてご活躍をされております。 

 次に、議案第４４号、住所につきましては、訓子府町字福野２６番地、山田恵美子さん。

昭和４０年１１月２２日お生まれの現在５７歳でございます。経歴につきましては、平成

２８年１月から令和２年１月までメロン振興会会長、令和２年７月２０日から訓子府町農

業委員としてご活躍され、現在１期目でございます。 

 次のページになります。 

 議案第４５号、お住まいが訓子府町字日出２６４番地、泉愉美さん。昭和４９年１２月

２日生まれ、現在４８歳でございます。経歴につきましては、令和３年３月から令和５年

２月まで日出大谷子ども育成会会長、令和元年５月から訓子府町議会議員としてご活躍を

されております。 

 次に、議案第４６号、お住まい訓子府町字駒里２１３番地１、林浩幸さん。昭和３５年

５月４日お生まれの現在６３歳でございます。昭和５８年から農業に従事、平成１９年か

ら２３年まで種子馬鈴薯耕作組合長、平成２７年には実践会連絡協議会会長、平成２９年

７月２０日から訓子府町農業委員としてご活躍され、現在２期目でございます。 

 次のページになります。 

 議案第４７号、住所、訓子府町字大谷１６３番地、髙橋茂樹さん。昭和４３年３月２０

日お生まれの現在５５歳でございます。昭和６３年から農業に従事され、平成２８年およ
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び令和４年に大谷実践会長を務められ、平成６年に北海道農業士の認定をお受けになり、

地域農業の振興に意欲的に携わっており、地元からも厚い信頼を得られております。 

 次に、議案第４８号、住所、訓子府町字高園１７７番地、齊藤博行さん。昭和３８年３

月２日生まれの現在６０歳でございます。昭和５８年から農業に従事、平成２９年に高園

実践会長、平成３１年からきたみらい農業協同組合理事、令和４年からきたみらい農業協

同組合南地域運営委員長、令和２年７月２０日から訓子府町農業委員としてご活躍され、

現在１期目でございます。 

 次のページお願いします。 

 議案第４９号、住所、訓子府町字実郷７２番地、佐々木直幸さん。昭和３６年１２月１

７日お生まれの現在６１歳でございます。昭和５７年から農業に従事され、平成２４年お

よび令和元年に実郷実践会会長、令和２年７月２０日から訓子府町農業委員としてご活躍

され、現在１期目でございます。 

 次に、議案第５０号、住所、訓子府町字高園１５７番地、佐藤浩基さん。昭和４２年２

月２６日お生まれの現在５６歳でございます。経歴につきましては、平成元年から農業に

従事、平成３０年から令和３年まで馬鈴薯耕作組合長、令和３年には高園実践会長として

ご活躍され、地元からも厚い信頼を得られております。 

 次のページになります。 

 議案第５１号、住所、訓子府町字柏丘１３８番地１０、山本拓志さん。昭和４６年３月

４日生まれの現在５２歳でございます。平成１０年から農業に従事され、令和２年３月か

ら麦作振興会の副会長、令和２年７月２０日から訓子府町農業委員としてご活躍され、現

在１期目でございます。 

 次に、議案第５２号、訓子府町字西富１３９番地、小松寿治さん。昭和４７年４月１日

生まれの５１歳でございます。経歴につきましては、平成６年から農業に従事、平成２６

年から地力対策連絡協議会会長としてご活躍され、地元からも厚い信頼を得られておりま

す。 

 議案第５３号、住所、訓子府町字福野３３７番地１５、近藤覚さん、昭和４７年１月２

８日生まれの現在５１歳でございます。平成２０年から農業に従事され、平成３１年に福

野実践会長、令和元年から玉葱共同播種集団長、令和２年７月２０日から訓子府町農業委

員としてご活躍され、現在１期目でございます。 

 次に、議案第５４号、訓子府町字穂波２５８番地、細川孝雄さん。昭和３８年２月２０

日生まれ、現在６０歳でございます。経歴につきましては、昭和５８年から農業に従事さ

れ、平成２２年から平成２５年まで水稲耕作組合長、平成２３年４月２０日から訓子府町

農業委員として、現在４期目でございます。また、令和２年７月２０日からは農業委員会

会長としてご活躍をされております。 

 議案第５５号、住所、訓子府町字清住１４１番地２、久積隆志さん。昭和３３年２月９

日生まれ、現在６５歳でございます。経歴につきましては、昭和５２年から農業に従事さ

れ、平成２２年から２３年まで玉葱振興会の監事をお務めになられ、令和２年７月２０日

から訓子府町農業委員としてご活躍をされ、現在１期目でございます。 

 最後に、議案第５６号、住所、訓子府町末広町１５３番地、川脇健一さん。昭和４８年

１１月１０日生まれ、現在４９歳、主な経歴につきましては、平成６年から農業に従事さ
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れ、平成２６年から平成３１年まで馬鈴薯耕作組合の理事、平成２８年、令和２年、令和

５年に開盛実践会長、令和２年７月２０日から訓子府町農業委員としてご活躍され、現在

１期目でございます。 

 今回、ご同意をいただく農業委員の任期につきましては、令和５年７月２０日から令和

８年７月１９日までの３年間でございます。 

 以上、議案第４３号から議案第５６号までの農業委員会委員の任命について、ご審議の

上、ご同意を賜りますようお願い申し上げます。 

〇議長（山田日出夫君） 提案理由の説明が終わりました。 

 これより、質疑を行います。質疑は議案番号を指定し、１人２回まで行えます。 

 ご質疑ございませんか。 

 質疑がなるようなので、質疑は休憩をして行うことになっておりますので、ここで暫時

休憩をとりたいと思います。 

 それでは暫時休憩に入ります。 

 

休憩 午前１１時２４分 

再開 午前１１時２６分 

 

〇議長（山田日出夫君） 暫時休憩を解いて、本会議に戻ります。 

 お諮りします。 

 議会運営基準の規定に基づき、討論を省略し、ただちに採決したいと思います。 

 これにご異議ありませんか。 

（「異議なし」との声あり） 

〇議長（山田日出夫君） よって、討論を省略し、ただちに採決することに決定をいたし

ました。 

 まず、質疑のなかった案件については、一括採決を行います。 

 質疑のなかった各案は原案のとおり同意することにご異議ございませんか。 

（「異議なし」との声あり） 

〇議長（山田日出夫君） よって、議案第４３号、議案第４４号、議案第４６号、議案第

４７号、議案第４８号、議案第４９号、議案第５０号、議案第５１号、議案第５２号、議

案第５３号、議案第５４号、議案第５５号、議案第５６号につきましては、異議なしと認

め、原案のとおり同意することに決定をいたしました。 

 続いて、先ほど質問のございました議案第４５号の採決を行います。 

 本案は原案のとおり同意することにご異議ございませんか。 

（「異議あり」との声あり） 

〇議長（山田日出夫君） 賛成の諸君の挙手を求めます。 

（賛成者挙手） 

〇議長（山田日出夫君） 賛成多数でございますので、本案は原案のとおり同意すること

に決定されました。 

（泉愉美君入場） 

（該当者入場） 
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    ◎議案第３７号、議案第３８号、議案第３９号、議案第４０号、議案第４１号 

〇議長（山田日出夫君） 次に、日程第２０、議案第３７号、日程第２１、議案第３８号、

日程第２２、議案第３９号、日程第２３、議案第４０号、日程第２４、議案第４１号を議

題とします。各案に対する提出者からの提案理由の説明を求めます。 

 まず、議案第３７号 財産の取得についての提案理由の説明を求めます。議案書３１ペ

ージです。 

 建設課長。 

〇建設課長（荒沢直樹君） 議案第３７号 財産の取得について、提案説明を申し上げま

す。議案書３１ページをご覧ください。 

 議案第３７号 財産の取得について。 

 次の財産を取得したいので、議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関す

る条例（昭和３９年条例第３１号）第３条の規定により議会の議決を求めるものでありま

す。 

 記としまして、事業名は、ロータリー除雪車更新事業であります。 

 契約の相手方につきましては、３社による入札の結果、北海道川崎建機㈱北見支店 支

店長 浅野明広氏で、契約金額は５，８８５万円でございます。 

 なお、予定価格につきましては６，００５万１，２００円でございました。 

 車種につきましては、ロータリー除雪車（２．２ｍ級）であります。 

 形式は、ＨＴＲ３０８Ａ型、除雪幅が２．２ｍ、最大除雪量は２，９００ｔ／ｈであり

ます。 

 納期につきましては、令和６年２月２０日としております。 

 以上、議案第３７号の提案説明をさせていただきました。ご審議の上、ご決定賜ります

ようよろしくお願い申し上げます。 

 以上です。 

〇議長（山田日出夫君） 次に、議案第３８号 財産の取得についての提案理由の説明を

求めます。議案書３２ページです。 

 建設課長。 

〇建設課長（荒沢直樹君） 続きまして、議案第３８号 財産の取得について、提案説明

を申し上げます。議案書の３２ページをご覧ください。 

 議案第３８号 財産の取得について。 

 次の財産を取得したいので、議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関す

る条例（昭和３９年条例第３１号）第３条の規定により議会の議決を求めるものでござい

ます。 

 記としまして、事業名は、スクールバス更新事業（緑丘線）であります。 

 契約の相手方につきましては、２社による入札の結果、東北海道いすゞ自動車㈱北見支

店 支店長 林利美氏で、契約金額は２，４４７万５千円でございます。 

 なお、予定価格につきましては２，７７６万４千円でございました。 

 車種につきましては、いすゞ自動車中型バスであります。 

 形式は、ＲＲ２ＡＪＤＰ－ＥＭＵＤＡＱ－ＪＥ、駆動方式は後輪駆動、乗車人数は４０
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人乗り以上であります。 

 納期につきましては、令和７年７月１０日としております。 

 以上、議案第３８号の提案説明をさせていただきました。ご審議の上、ご決定賜ります

ようよろしくお願い申し上げます。 

 以上です。 

〇議長（山田日出夫君） 次に、議案第３９号 財産の取得についての提案理由の説明を

求めます。議案書３３ページです。 

 町民課長。 

〇町民課長（坂井毅史君） 議案書３３ページになります。 

 議案第３９号 財産の取得について、提案説明を申し上げます。 

 次の財産を取得したいので、議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関す

る条例（昭和３９年条例第３１号）第３条の規定により議会の議決を求めるものでござい

ます。 

 それでは、記以下について、説明いたします。 

 事業名は、ごみ収集車購入事業であります。 

 契約の相手方につきましては、４社による入札の結果、北見市の東北海道日野自動車㈱

北見支店 取締役支店長 坂上利年氏で、契約金額は１，６９１万８千円でございます。 

 なお、予定価格につきましては１，７２８万１千円でございます。 

 車種ですが、令和７年式日野レンジャー、規模は、排気量５，１２３ｃｃ、最高出力２

４０馬力、積載量は４千ｋｇ、ごみを集積する架装の容量は８．７㎥以上となります。 

 納車の時期ですが、部品等の不足に加え、架装に時間を要するため、２年後の令和７年

６月２３日となります。 

 以上、議案第３９号の提案説明をさせていただきました。ご審議の上、ご決定賜ります

ようよろしくお願い申し上げます。 

〇議長（山田日出夫君） 次に、議案第４０号 大谷導水管更新工事請負契約の締結につ

いての提案理由の説明を求めます。議案書３４ページです。 

 上下水道課長。 

〇上下水道課長（森田繁光君） 議案第４０号の提案説明を申し上げます。議案書３４ペ

ージになります。 

 議案第４０号 大谷導水管更新工事請負契約の締結について。 

 次により高次請負契約を締結したいので、議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又

は処分に関する条例（昭和３９年条例第３１号）第２条の規定により議会の議決を求める

ものでございます。 

 記としまして、工事名は、大谷導水管更新工事でございます。 

 契約の相手方につきましては、二つの経常建設企業体および単独業を含めた４業者によ

る指名競争入札の結果、丸建・久島経常建設共同企業体 代表者 丸建工業株式会社 代

表取締役 及川孝芳氏で、契約金額は１億５６０万円でございます。 

 なお、予定価格につきましては１億８１１万９千円でございました。 

 全体の事業概要につきましては、昭和４９年に敷設された大谷水源地から大谷浄水場ま

での延長６，４８６ｍ、合計２００ｍｍの導水管を５か年計画で更新する予定でございま
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す。 

 今年度の工事内容につきましては、ダクタイル鋳鉄管２５０ｍｍを１，４５１．９２ｍ

の敷設となってございます。 

 工期につきましては、令和６年２月２９日までとしております。 

 以上、議案第４０号の提案説明をさせていただきました。ご審議の上、ご決定賜ります

ようよろしくお願い申し上げます。 

〇議長（山田日出夫君） 次に、議案第４１号 農業集落排水施設機器更新工事請負契約

の締結についての提案理由の説明を求めます。 

 上下水道課長。 

〇上下水道課長（森田繁光君） 議案第４１号の提案説明を申し上げます。議案書３５ペ

ージになります。 

 議案第４１号 農業集落排水施設機器更新工事請負契約の締結について。 

 次により工事請負契約を締結したいので、議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又

は処分に関する条例（昭和３９年条例第３１号）第２条の規定により議会の議決を求める

ものでございます。 

 記としまして、工事名は、農業集落排水施設機器更新工事であります。 

 契約の相手方につきましては、三つの経常建設共同企業体による指名競争入札の結果、

天内・久島経常建設共同企業体 代表者 天内工業株式会社 代表取締役 伊藤嘉高氏で、

契約金額は８，２２２万５千円でございます。 

 なお、予定価格につきましては、８，３９０万８千円でございました。概要につきまし

ては、穂波にあります訓子府町農業集落排水管理センターの農業集落排水施設の機器更新

でございます。 

 内訳としましては、機械設備一式、電気設備一式となってございます。 

 工期につきましては、令和６年２月９日までとしております。 

 以上、議案第４１号の提案説明をさせていただきました。ご審議の上、ご決定賜ります

ようよろしくお願い申し上げます。 

〇議長（山田日出夫君） 以上で議案第３７号、議案第３８号、議案第３９号、議案第４

０号、議案第４１号の各案に対する提案理由の説明が終わりました。 

 これより、議案第３７号、議案第３８号、議案第３９号、議案第４０号、議案第４１号

について、各案ごとに、質疑、討論、採決をいたします。 

 最初に、議案第３７号の質疑を行います。議案書は３１ページです。１人３回まで質疑

を行えます。 

 ご質疑ありませんか。 

 西森信夫君。 

〇３番（西森信夫君） ３番、西森です。このロータリー除雪車更新事業なんですが、予

定価格と落札価格の乖離が非常に大きいが、全部そうなんですが、この予定価格というの

は定価の価格なのか、それからこの決定価格は、値引きをした後の価格なのか、下取りを

した後の価格なのかお尋ねします。 

〇議長（山田日出夫君） 建設課長。 

〇建設課長（荒沢直樹君） 今、議案第３７号 ロータリー除雪専用車につきまして、予
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定価格が定価なのかということでご質問がございました。本体の部分につきましては、先

に見積もりの方はとっております。その定価というふうに理解していただいて構いません。

また、この中にはですね、今、現存する平成５年購入のロータリー除雪車、今、現存の部

分、そちらの方の下取り価格も含まれた金額として入っております。ただ、実情で言いま

すと、うちの方で見てたよりも下取り価格の方は低かったという形ですが、本体価格の値

引き分によって、これだけ金額に差が出たものと理解していただければ結構だと思ってい

ます。 

 以上です。 

〇議長（山田日出夫君） ご質問ございますか。 

（「なし」との声あり） 

〇議長（山田日出夫君） 質疑がないようですので、これをもって質疑を終了いたします。 

 これより討論を行います。 

 討論ございますか。 

（「なし」との声あり） 

〇議長（山田日出夫君） 討論がないようですので、これをもって討論を終了いたします。 

 これより、議案第３７号の採決を行います。 

 本案を原案のとおり決定することに、賛成の諸君の挙手を求めます。 

（賛成者挙手） 

〇議長（山田日出夫君） 挙手多数であります。 

 よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 次に、議案第３８号の質疑を行います。議案書は３２ページです。１人３回まで質疑を

行えます。 

 ご質疑ございませんか。 

 大野良弘君。 

〇９番（大野良弘君） ９番、大野です。これの乗車人数が４０人乗り以上ということで、

更新なので、その大きさの車両にしたと思うんですが、今後、人数を４０人の大型でなく

て中型にするとか、そういうようなことも考えられるのかどうか、それとも４０人以上の

バスの更新の場合は同じ大きさのバスということになるのか、そこら辺教えていただきた

いと思います。 

〇議長（山田日出夫君） 議案に沿った答弁をお願いします。 

 管理課長。 

〇管理課長（高橋 治君） ただいま、乗車に関する人数の関係で、中型、大型のことに

ついてのお尋ねかと存じます。 

 現在この緑丘線につきましては、大型バスを使っております。今後、人数も少子化に伴

い少なくなっていく関係で、このスクールバスの計画的な更新については、１台はマイク

ロバス、これは２年前に導入しましたが、その後、中型バスで何とかこの路線内の人数が

確保できるということで、それ以降は中型バスを購入をして進めるということで計画をし

ておりますので、ご理解を願いたいと思います。それから４路線を維持するということも

一つです。この４路線については、３路線検討もしたんですが、３路線にした場合、１時

間以上に、乗車時間が長くなるということもありまして、子どもたちの配慮も含めてです
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ね、１時間以内ということもありまして、４路線を継続するということでございますので、

ご理解願います。 

〇議長（山田日出夫君） ほかに質疑ございますか。 

（「なし」との声あり） 

〇議長（山田日出夫君） 質疑がないようですので、これをもって質疑を終了いたします。 

 これより討論を行います。 

 討論はありませんか。 

（「なし」との声あり） 

〇議長（山田日出夫君） 討論がないようですので、これをもって討論を終了いたします。 

 これより、議案第３８号の採決を行います。 

 本案を原案のとおり決定することに、ご異議ございませんか。 

（「異議なし」との声あり） 

〇議長（山田日出夫君） 異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 次に、議案第３９号の質疑を行います。議案書は３３ページです。１人３回まで質疑を

行えます。 

 ご質疑ございませんか。 

 大野良弘君。 

〇９番（大野良弘君） ９番、大野です。これはタイトル、事業名がごみ収集車購入事業

となっておりまして、それ以前はスクールバス更新事業とかということで、入れ替えとい

うことが分かる表現になっているんですが、これは更新と入っていないんですが、１台増

えるのかどうかをお聞きしたいと思います。 

〇議長（山田日出夫君） 町民課長。 

〇町民課長（坂井毅史君） 結論から言うと入れ替えになります。ちょっとタイトルは他

の事業は確かに更新になっていますけども、ごみ収集車は前回も購入事業ということで上

げさせていただいたんで、なんですけども、古い車を下取りに出して新しい車と入れ替え

るということになります。 

〇議長（山田日出夫君） ほかにご質疑ございませんか。 

（「なし」との声あり） 

〇議長（山田日出夫君） これより討論を行います。 

 討論ありませんか。 

（「なし」との声あり） 

〇議長（山田日出夫君） 討論がないようですので、これをもって討論を終了いたします。 

 これより議案第３９号の採決を行います。 

 本案を原案のとおり決定することに、ご異議ありませんか。 

（「異議なし」との声あり） 

〇議長（山田日出夫君） 異議なしと認めます。 

 よって、本案は、原案のとおり可決されました。 

 次に、議案第４０号の質疑を行います。議案書では３４ページでございます。１人３回

まで質疑を行えます。 
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 ご質疑ございませんか。 

 西森信夫君。 

〇３番（西森信夫君） ３番、西森です。この導水管、昭和４９年ということで敷設され

たわけですが、それまでまったく本町の水道というのは農村地帯にはなかったわけですが、

これ初めての入れ替えなのか。５年間計画を組んでやると。年間どれぐらいの距離をやる

のか教えていただきたいと思います。 

〇議長（山田日出夫君） 上下水道課長。 

〇上下水道課長（森田繁光君） ただいま、質問のありました大谷の導水管につきまして

は、１番最初の整備が４９年という形で整備されています。その間は一度も更新してござ

いません。ですから、実質今５０年弱経過している状況です。 

 今後の５年間の計画になりますけども、今現在進めているのが国庫補助を使って進めて

いる事業でございます。まず全体の事業費から言いますと現時点で総事業費、今、８億３

千万円程度となっています。これは物価上昇等々もありますので、今後変動の可能性はあ

るんですけども、それに対して補助金３分の１を使いまして、補助金の額としては２億１

千万円ぐらいという形になっています。大体補助金もありきなので、全体事業費というの

は毎年変わっていくんですけども、約、年間１．３キロペースで進めていきたいなと思っ

ています。最終的には９，３５０ｍ、延長は延びているんですけども、更新という形で考

えてございます。 

 以上です。 

〇議長（山田日出夫君） ほかに質問はございませんか。 

 大野良弘君。 

〇９番（大野良弘君） ９番、大野です。今年については１，５００ｍぐらいということ

で、この更新するときに迂回の配管というんですかね、要は水が滞りなくするためには迂

回しなきゃ駄目だと思うんですけども、それに対する工事も含めてという理解でよろしい

でしょうか。 

〇議長（山田日出夫君） 上下水道課長。 

〇上下水道課長（森田繁光君） 今回の工事につきましては、新たに本管を入れ直します。

現状使っている管については、供給がありますので、迂回という形でなくて、別ルートに

新しい管を入れていって最終年度に切り替えをするという計画になってございます。 

〇議長（山田日出夫君） ほかにご質疑ありますか。 

（「なし」との声あり） 

〇議長（山田日出夫君） これより討論を行います。 

 討論ありませんか。 

（「なし」との声あり） 

〇議長（山田日出夫君） 討論がないようですので、これをもって討論を終了いたします。 

 これより議案第４０号の採決を行います。 

 本案を原案のとおり決定することに、ご異議ございませんか。 

（「異議なし」との声あり） 

〇議長（山田日出夫君） 異議なしと認めます。 

 よって、本案は、原案のとおり可決されました。 
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 次に、議案第４１号の質疑を行います。議案書３５ページです。１人３回まで質疑を行

えます。 

 ご質疑ありませんか。 

（「なし」との声あり） 

〇議長（山田日出夫君） 質疑がないようですので、これをもって質疑を終了いたします。 

 これより討論を行います。 

 討論ありませんか。 

（「なし」との声あり） 

〇議長（山田日出夫君） 討論がないようですので、これをもって討論を終了いたします。 

 これより議案第４１号の採決を行います。 

 本案を原案のとおり決定することに、ご異議ありませんか。 

（「異議なし」との声あり） 

〇議長（山田日出夫君） 異議なしと認めます。 

 よって、本案は、原案のとおり可決されました。 

 ここで昼食のため、休憩といたします。 

 午後は１時から行いますので、ご参集願います。 

 

休憩 午後１２時００分 

再開 午後 １時００分 

 

〇議長（山田日出夫君） 定刻となりました。 

 休憩を解き、会議を再開いたします。 

 

    ◎議案第３６号、議案第３４号 

〇議長（山田日出夫君） この際、日程第２５、議案第３６号、日程第２６、議案第３４

号は、関連する議案なので一括議題といたします。 

 各案に対する提出者からの提案理由の説明を求めます。 

 まず、議案第３６号 訓子府町子ども医療費の助成に関する条例の一部を改正する条例

の制定についての提案理由の説明を求めます。議案書では２９ページです。 

 福祉保健課長。 

〇福祉保健課長（今田朝幸君） 議案書の２９ページをお開き願います。 

 議案第３６号 訓子府町子ども医療費の助成に関する条例の一部を改正する条例の制定

について、提案理由の説明をさせていただきます。 

 訓子府町子ども医療費の助成に関する条例（平成１６年条例第１６号）の一部を改正す

る条例を次のように制定しようとするものでございます。 

 今回の改正につきましては、子ども医療費助成事業において、これまで１５歳、中学生

までが初診時一部負担金のみで医療が受けられておりましたが、本年８月から、この対象

範囲を１８歳、高校生までに拡大しようとするものでございます。 

 それでは、記以下について、説明させていただきます。 

 訓子府町子ども医療費の助成に関する条例の一部を改正する条例。 
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 訓子府町子ども医療費の助成に関する条例（平成１６年条例第１６号）の一部を次のよ

うに改正する。 

 第２条は、「用語の定義」を定めておりますが、第２条、第１項、第１号中「満１５歳」

を「満１８歳」に改めるものでございます。 

 附則です。 

 １項では、施行期日について規定しておりますが、この条例は令和５年８月１日から施

行するものでございます。 

 ２項は、経過措置の規定でございますが、この条例の施行日前に受けた医療にかかる医

療費の助成につきましては、なお従前の例によるものでございます。 

 なお、３０ページに新旧対照表を載せておりますので、後ほどご覧いただきたいと思い

ます。 

 以上、訓子府町子ども医療費の助成に関する条例の一部を改正する条例の制定について、

提案理由の説明をさせていただきました。ご審議の上、ご決定賜りますようよろしくお願

い申し上げます。 

〇議長（山田日出夫君） 次に、議案第３４号 令和５年度訓子府町一般会計補正予算（第

３号）についての提案理由の説明を求めます。議案書は１ページです。 

 企画財政課長。 

〇企画財政課長（篠田康行君） 議案第３４号の説明になります。議案書の１ページをお

開きください。 

 本年度は改選期の予算であり、当初予算の３月では、主に経常的な経費を中心とする骨

格予算でしたが、今回の補正予算では、政策的な投資的経費や補助奨励費など当初予算で

留保していたものと今回新規の事業なども合わせて提案させていただくものでございます。 

 なお、別に配布しております資料２の投資的経費、資料３の補助奨励費および資料４の

扶助費では、事業の概要や財源内訳を記載しております。 

 それでは、議案第３４号 令和５年度訓子府町一般会計補正予算（第３号）について提

案説明をいたします。 

 令和５年度訓子府町一般会計補正予算（第３号）については、次に定めるものとし、第

１条では、歳入歳出それぞれ５億１，６８０万５千円を追加し、歳入歳出それぞれ５０億

１，０８５万３千円としております。 

 第２項では、歳入歳出予算の款項の区分および金額は、次の２ページにあります第１表

歳入歳出予算補正によることを規定しているもので、これについてはご覧いただくことと

し、その内容については、後ほど４ページ以降の事項別明細書の中で説明をさせていただ

きます。 

 次に、第２条の債務負担行為の補正ならびに第３条の地方債の補正ですが、内容は３ペ

ージの表になります。 

 第２表 債務負担行為補正の事項では、空き家活用定住対策事業補助金で、事業内容は

「空き家を取得またはリフォームして入居する人で、それに要する費用の一部を５年間の

月賦払いで補助する」もので、補助率２分の１または３分の２、上限額は１５０万円から

３００万円としております。期間は、令和５年度から令和１０年度までの６年間とし、そ

の限度額は総額で１，２００万円とするもので、今年度分は１１８万８千円を予定してお
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ります。 

 ２３ページには、当該年度以降の支出の予定額等の調書になりますので後ほどご覧いた

だきたいと思います。 

 次に、第３表 地方債補正の上段が今回の補正に伴い変更するもので、左が補正前で右

側が補正後の限度額となっております。 

 道営山林川地区水利施設整備事業、道営訓子府北東地区水利施設等保全高度化事業、道

営訓子府川南地区水利施設等保全高度化事業は、対象工種の事業費の増額によるものです。 

 除雪車両更新事業は、大型ロータリー除雪車更新の道路橋りょう費補助金の内示額が減

額になったことに伴うものでございます。 

 過疎地域持続的発展特別事業債は、借入限度額の確定によるものです。 

 次に、下の段については、新たに提案し、追加する事業で、一つ目が、町道舗装修繕事

業として南１３線と末広緑丘線の修繕事業で３，４１０万円、その下が橋りょう長寿命化

修繕事業ですが、橋りょうの長寿命化にかかる酒谷橋ほか３橋の詳細設計業務と稲穂橋ほ

か２橋の補修工事に対して限度額１，９８０万円、いずれも証書借入で、利率、償還の方

法は記載のとおりとなっております。 

 次に、事項別明細書になりますが、まず、８ページの歳出の方から先に説明をさせてい

ただきます。 

 ２款、総務費、１項、１目、一般管理費の右側の説明欄、以後、この歳出における説明

欄については、事業区分と説明させていただきます。交流事業では、高知県津野町との小

学生の交換留学や学校給食への農産物提供、互いの祭りやイベントの参加など、人事交流

と産業・教育文化交流事業に対する交付金として８０万円を計上。 

 次に、６目の住民活動費の事業区分、広報広聴事業の委託料、アプリ管理ツール導入業

務では、自治体ＬＩＮＥシステムを導入し、ＬＩＮＥアプリの活用により、町民の個々の

ニーズにあわせた生活や防災情報の配信、災害時における道路や河川の情報を町民から行

政へ届ける機能のほかに、町の各事業に関する予約機能を導入するものです。 

 委託料では、自治体ＬＩＮＥシステムの管理ツール導入費用としまして１２２万１千円

を計上。 

 使用料及び賃借料は、自治体ＬＩＮＥシステムの管理ツールの使用料として９月からの

利用であることから７か月分の７７万円を計上。 

 事業区分、住民活動促進事業の負担金、補助及び交付金では、おのおのの活動に関する

補助として、各町内会活動費補助金１８９万２千円、各実践会活動費補助金については２

４４万５千円を計上。 

 コミュニティ活動支援事業補助金は、前年度まで、企画費のまちづくりパワーアップ特

別対策事業で計上していた事業です。町内会や実践会などコミュニティ組織に対して、自

主防災組織育成支援も包括したコミュニティ活動を支援する事業とコミュニティ施設整備

を支援する事業として１８０万円を計上。 

 その下の事業区分、自衛隊協力事業の負担金、補助及び交付金の自衛隊家族会訓子府地

区会活動費補助金では、自衛隊募集事務の協力および支援活動に対して１万円を計上。 

 次に、７目、住民安全対策費の事業区分、交通安全対策事業の負担金、補助及び交付金

の交通安全推進委員会交付金では、全町的に交通安全運動の取り組みや啓発活動を行うも
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のとして５万円を計上。 

 交通安全協会活動費補助金は、交通安全活動を行う協会運営費として１０万円を計上。 

 その下の事業区分、防犯対策事業の負担金、補助及び交付金の次のページの防犯協会活

動費補助金では、地域における犯罪防止と青少年の健全育成を目的として地域ぐるみで防

犯運動を推進するものとして１０万円を計上。 

 暴力追放推進協議会活動費補助金では、地域から暴力をなくすため暴力追放運動の広

報・啓発活動を推進するため５万円を計上。 

 次に、８目、企画費の事業区分、地方交通対策事業の負担金、補助及び交付金の地域間

幹線系統確保維持事業費補助金は、北見バスが運行する北見市から陸別町の区間の経常経

費に対し、料金収入と国の交付金を除く赤字額とバス購入に対して沿線１市３町が連携し

て助成するもので１，８３１万３千円を計上。 

 次に、事業区分、地域振興事業の旅費では、地域おこし協力隊の募集や移住、定住にか

かるイベント等に参加するため普通旅費３２万４千円を計上。 

 負担金、補助及び交付金の北海道移住・交流フェア出展負担金は、当フェアの東京都の

出展にかかる負担金で３０万６千円を計上。 

 ＪＯＩＮ会員出展負担金は、同じく東京都に出展する移住・定住と地域おこしフェアの

出展にかかる負担金で１６万５千円を計上。 

 空き家活用定住対策補助金は、空き家を活用した移住、定住対策等の一環として空き家

の取得またはリフォームに関する費用の２分の１、中学生以下の子どものいる世帯は３分

の２を助成、助成期間は５年間の月賦払いとする制度で、本年度の申請見込みを６件と想

定し、１件あたり月額３万３千円の６か月分の１１８万８千円を追加。 

 その下の表の２款、２項、１目、税務総務費の事業区分、税務一般事業の需用費では、

道路交通法の改正に伴い、新設される特定小型原動機付自動車、電動キックボードになり

ますが、その標識、ナンバープレートの購入のため、消耗品費１２万１千円を追加。 

 次のページの３款、民生費に入ります。 

 １項、１目、社会福祉総務費の事業区分、社会福祉一般事業の負担金、補助及び交付金

の保護司会活動費補助金は、更生保護に関する業務や研修等の活動に対する補助として１

２万１千円を計上。 

 身体障害者分会活動費補助金は、補装具および巡回更生相談、スポーツ大会参加等の活

動に対する補助として１万８千円を計上。 

 遺族会活動費補助金は、遺族援護の改善運動等の活動に対する補助で５万円を計上。 

 新規になりますが、きらきら本舗運営費補助金は、就労継続支援事業所の運営費に対す

る補助で１００万円を計上。 

 もりの風運営費補助金は、障がい者グループホーム等の運営費に対する補助で１００万

円を計上。 

 福祉事業所特別支援金は、物価高騰により事業運営に影響を受けている社会福祉法人訓

子府福祉会が運営する特別養護老人ホーム静寿園に対し、支援金を交付することにより事

業運営の継続・安定化を図るもので１，３００万円を計上。 

 次に、事業区分、住民税非課税世帯等臨時特別給付金事業では、エネルギー・食料品価

格等の物価高騰による負担増を踏まえ、住民税非課税世帯等に対し給付金を支給するもの
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でございます。 

 国の低所得世帯への支援の財源を利用し、１世帯あたり３万円を給付し、対象者は令和

５年６月１日において、訓子府町の住民基本台帳に記録されている者で「令和５年度分の

市町村民税均等割が非課税である世帯」または「令和５年度１月以降の家計急変世帯」に

該当する世帯の世帯主です。 

 また、さらに町単独分としまして、１世帯あたり１万８千円を給付いたします。対象は

令和５年６月１日において、訓子府町の住民基本台帳に記録されている者で「令和５年度

分の市町村民税所得割が非課税世帯」に該当する世帯の世帯主です。 

 職員手当等では、職員時間外勤務手当として３万４千円を計上。 

 需用費の消耗品費では、コピー用紙を購入するため５千円を計上。 

 役務費の通信運搬費では、申請書や結果通知の郵送料として１３万３千円を計上。 

 手数料では、給付金の口座振込手数料として２０万５千円を計上。 

 委託料では、当給付金にかかるシステムの改修業務として５７万２千円を計上。 

 使用料及び賃借料は、電子複写機借上料として６千円を計上。 

 次のページの、負担金、補助及び交付金の住民税非課税世帯等臨時特別給付金は、対象

世帯６２０世帯を見込み、１世帯３万円を給付することから１，８６０万円を計上。 

 住民税非課税世帯等臨時特別給付金（町単独分）は、対象世帯を１７０世帯を見込み、

１世帯１万８千円を給付することから３０６万円を計上。 

 償還金、利子及び割引料では、令和３年度子育て世帯臨時特別給付金事業補助金の確定

に伴い国庫支出金返還金１，４１５万８千円を計上。 

 ２目、高齢者福祉費の事業区分、高齢者福祉一般事業の負担金、補助及び交付金の老人

クラブ連合会活動費補助金では、スポーツレクリエーション活動や高齢者の健康増進、研

修会運営等の活動に対する補助としまして８１万９千円を計上。 

 次に、その下の表の３款、２項、１目、児童福祉総務費の事業区分、子ども医療費助成

事業では、医療費助成を高校生まで拡充するものでございます。 

 役務費では、医療費の請求事務手数料と調査支払手数料として３万円を追加。 

 委託料では、対象者拡大に伴うシステム改修業務として５５万６千円を計上。 

 扶助費では、対象者の医療費分としまして医療費助成８４万円を追加。 

 次のページの４款、衛生費になります。 

 １項、１目、保健衛生総務費の事業区分、保健衛生一般事業の扶助費では、令和４年度

より特定不妊治療が保険適用になったことに伴い、北海道特定不妊治療費助成事業が終了

し、自己負担の増が見込まれることから、新規事業として保険適用になった特定不妊治療

費の自己負担分に対して助成するもので、特定不妊治療費助成６０万円を計上。 

 ２目、予防費の事業区分、健康診査等事業の委託料では、ＰＥＴ－ＣＴがん検診の費用

を助成することから１人７万７千円、１０人分を見込み検診業務７７万円を追加。 

 その下の表の４款、２項、１目、塵芥処理費の事業区分、塵芥処理事業の負担金、補助

及び交付金では、町内会、実践会が実施する地域における定期的な資源回収事業に対する

助成として、リサイクル運動推進事業助成金３８万７千円を計上。 

 その下の表から、６款、農林水産業費になります。 

 １項、１目、農業委員会費の事業区分、事務局費の負担金、補助及び交付金の農業担い



- 40 - 

 

手対策推進協議会負担金では、農業後継者の出会い事業等の担い手対策における協議会へ

の補助で８０万円を計上。 

 農業者年金協議会補助金は、農業者年金の拡充強化、普及活動に対する補助で２万円を

計上。 

 次のページの６款、１項、３目、農業振興費の事業区分、農業経営確立事業の負担金、

補助及び交付金では、農作業事故防止、地力対策やクリーン農業推進などにかかる農業振

興対策事業費補助金として５０万円を計上。 

 農業後継者育成事業補助金では、産業後継者育成基金を活用して農業後継者の海外視察

研修費用に対する補助で１８０万円を計上。 

 農業技術対策事業費補助金では、試験展示圃
ほ

や残留農薬分析など農業技術対策にかかる

補助として３０万円を計上。 

 新規就農者等支援助成金では、農地賃借料助成と住宅助成により新規就農者を支援する

こととして、それぞれ１経営体分を見込み６７万４千円を計上。 

 ジャガイモシストセンチュウ対策支援補助金では、ジャガイモシストセンチュウまん延

防止対策として、きたみらい農業協同組合全域で小麦収穫後にほ場ごとでコンバイン洗浄

を行うため、きたみらい農業協同組合が導入する洗浄機に対して補助するもので、小麦コ

ンバイン洗浄機導入１２台、補助率１台当たり税抜き事業費の２分の１かつ上限１０万円

として１２０万円を計上。 

 スマート農業利用推進事業補助金では、スマート農業機器導入に伴う免許資格取得費用

に対して支援するもので、町の補助率３分の１かつ上限１０万円としまして８０万円を計

上。 

 なお、きたみらい農業協同組合も同率の補助を行います。 

 次に、事業区分、持続的畑作生産体系確立緊急支援事業の負担金、補助及び交付金の持

続的畑作生産体系確立緊急支援事業補助金は、畑作産地において、病害の抑制と需要に応

じた生産拡大の両立、種馬鈴しょの供給力の強化、労働負担の軽減、新たな需要の拡大、

環境に配慮した生産体系の確立に向けた取り組み等を支援することによりまして、畑作産

地の持続的発展を推進することを目的とするものでございます。対象作物は、畑地に作付

けされている馬鈴しょ、てん菜、豆類、かんしょ等です。事業主体は、きたみらい農業協

同組合、ユタカグループです。事業メニューは、種馬鈴しょの緊急増産、種馬鈴しょのり

病率低減、てん菜からの転換、転換に必要な農業機械等の導入の四つでございます。補助

率は定額、あるいは２分の１以内としまして２，４０１万３千円を計上。 

 事業区分、麦・大豆生産技術向上事業の負担金、補助及び交付金の麦・大豆生産技術向

上事業補助金では、国産麦・大豆の生産性向上のための作付け団地化推進や営農技術の導

入を支援することにより、国内における麦・大豆の生産基盤を強化し、安定供給体制を構

築することを目的とするもので、対象作物は小麦・大豆。事業主体はきたみらい農業協同

組合です。事業メニューにつきましては、スマート技術を活用した生産の高度化・省力化

と大豆の新規作付けの二つです。定額補助で１８５万円を計上。 

 事業区分、産地生産基盤パワーアップ事業の負担金、補助及び交付金の産地生産基盤パ

ワーアップ事業補助金では、麦・大豆の生産拡大に向けた農業機械や乾燥調製施設等の導

入を支援することにより生産基盤を強化しつつ、調整保管機能を有するストックセンター
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や国産麦・大豆の利用拡大に向けた処理加工施設の整備を支援することで、安定供給体制

の構築を目的とするものでございます。対象作物は麦・大豆です。事業主体は、サカエグ

ループ、訓子府東大豆集団、高園第二生産組合、中西大豆生産組合、グリーンヒルとなっ

ております。事業メニューは、小麦・大豆の生産拡大に向けた機械の導入で補助率は２分

の１以内としまして、４，３７９万５千円を計上。 

 次のページの４目、畜産業費の事業区分、畜産振興事業の負担金、補助及び交付金の酪

農実習生受入れ推進事業費補助金では、酪農の実習生受入れによる労働力の確保と農業技

術の研修などを行うため６万４千円を計上。 

 酪農ヘルパー事業推進費補助金では、酪農業の休日設定などによるゆとりのある農業経

営を行うため７５万円を計上。 

 畜産総合施設運営費補助金では、管内の畜産発展に寄与するため実郷の畜産総合施設の

固定資産税の４割相当分を補助するもので１４万円を計上。 

 畜産環境整備事業費補助金では、伝染病に対するワクチンプログラムを推進し、伝染病

の防止を図るため６３万８千円を計上。 

 家畜資質改善対策事業費補助金では、牛肉の資質改善や品質向上を図るため、和牛保留

を促進するため４８万６千円を計上。 

 飼料高騰対策事業補助金は、国際情勢の影響により、配合飼料価格や輸入粗飼料の価格

が急騰し、生産コストが上昇し、畜産経営が悪化していることから、国産粗飼料利用拡大

や生産コスト上昇分にかかる町独自の補助金を交付し、畜産生産基盤の維持と強化を図る

ものでございます。対象畜種は、乳用牛が３，２２２頭、単価６，４００円、育成牛が９

９頭、単価５千円、肉用牛が１８０頭、単価１万１千円、馬が１３頭、単価５千円、鶏が

１，０９３羽、単価千円、養蜂が２０４群、単価３００円で２，４３１万５千円を計上し

ております。 

 自給飼料確保推進事業費補助金は、ウクライナ情勢に伴う穀物価格の上昇等により配合

飼料が上昇している中で、町内における粗飼料自給率の向上を目的に、牧草地の更新、デ

ントコーンの面積拡大を推進することで、酪農経営の基盤強化を目的とし、種子代に対し

て助成するものでございます。事業主体は、きたみらい農業協同組合です。補助内容は、

草地更新面積７０ｈａで１０アール当たり１，１００円を助成、デントコーンの面積増反

４０ｈａで１０アール当たり１，３００円を助成し１２９万円を計上。 

 なお、きたみらい農業協同組合も同額を助成いたします。 

 次に、農業基盤整備事業費の事業区分、農業基盤整備事業の負担金、補助及び交付金は

１５ページにまたがりますが、町内各地区の道営事業の令和４年度の繰り越し分と国追加

補正分の対象事業費の増および令和５年度分対象事業費の減により、事業費の予算が確定

したことに伴う本年度事業の増額であり１億６，７３９万５千円の追加。 

 次に、その下の７目、牧場費の事業区分、牧場管理運営事業、工事請負費の共同利用模

範牧場電気設備更新工事では、受電設備の老朽化に伴い受電柱高圧気中負荷開閉器工事と

妊娠鑑定施設内の作業環境向上のため、当該施設の照明設備工事として２４２万円を計上。 

 次に、下の表の２項、２目、林業振興費の事業区分、有害鳥獣駆除事業の負担金、補助

及び交付金の鳥獣被害防止対策協議会負担金では、有害駆除実施隊員への出役報償金の近

隣市町との差などを考慮し、１頭当たり現在の１万円から１万３千円と３千円引き上げる
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ことから、計画している捕獲頭数２００頭分の６０万円を追加。 

 猟友会会員による農作物被害状況調査やパトロール、さらに駆除などの活動に対して有

害鳥獣駆除協力補助金として３７万円を計上。 

 次に、１６ページからは、７款、商工費となります。 

 １項、２目、商工業振興費の事業区分、商工業振興対策一般事業のうち需用費、役務費、

委託料は、電気料やＬＰガスをはじめとする昨今の物価高騰により、全ての町民が大きな

影響を受けていることから、消費の下支えを通じた町民への生活支援と町内の経済の活性

化を図るため、エネルギー（電気・ガス等）・物価高騰対策生活支援商品券事業を実施し１

世帯につき１万円の商品券を２，１００世帯分発行を行うものでございます。 

 まず、需用費の消耗品費は、商品券発送用の封筒などを購入するため５万円を計上。 

 役務費では、商品券の郵送料として通信運搬費１１０万１千円を計上。 

 委託料では、商品券換金代、事務費、商品券印刷代を物価高騰対策商品券取扱業務とし

まして２，１８８万２千円を計上。 

 負担金、補助及び交付金の住環境リフォーム促進事業補助金では、商工会が主体となり

進めている事業で、住民が町内登録業者を利用して住環境リフォームを行った場合メロン

商品券で補助する制度であり、補助基準は対象工事費の２０％とし、上限を２０万円と定

め６００万円を計上。 

 店舗出店等支援事業補助金では、店舗の新築、空き店舗活用等により新たに営業を開始

する費用に対し対象経費の３分の２、上限額３００万円として対象物件１件と第２創業を

１５０万円ならびに移住加算１５０万円を見込み６００万円を計上。 

 店舗改修事業補助金では、既存店舗の改修費の助成であり、対象経費の２分の１、上限

額５０万円として対象物件５件を見込み２５０万円を計上。 

 商店街等活性化推進対策費支援補助金では、商工会で行うイベントと連動した地産地消

など商店街振興対策に対して３６万３千円を計上。 

 商工業後継者育成助成金では、商工業経営を後継する者が就業した場合に後継者本人に

助成する制度でありまして、本年度は１件を見込み２０万円を計上。 

 商工業就労助成金では、町内の事業所が新たに正規従業員を雇用した場合に事業所に助

成し、または、新規雇用者が新規学卒者の場合は、事業所と本人に助成する制度であり、

本年度は事業所１件を見込み２０万円を計上。 

 次に、その下の表の８款、土木費になります。 

 ２項、１目、車両運行管理費の事業区分、除雪車両運行管理事業は、歳入の補正に伴う

財源補正でございます。 

 次のページの８款、３項、２目、道路維持費の事業区分、町道維持管理事業では、南１

３線の延長３００ｍと末広緑丘線の延長２００ｍを路上路盤再生工法により舗装修繕を行

うもので３，４１０万円を計上。 

 ３目、橋りょう維持費の事業区分、橋りょう維持管理事業、委託料の橋りょう長寿命化

修繕計画策定業務では、令和３年度と４年度に実施した橋りょう点検に基づく９９橋の計

画策定を実施することから１千万円を計上。 

 橋りょう長寿命化修繕計画橋りょう詳細設計業務は、酒谷橋、豊栄橋、緑橋、西之橋の

詳細調査および補修工法の検討を行うもので２，１００万円を計上。 
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 工事請負費の橋りょう長寿命化修繕計画橋りょう修繕工事では、稲穂橋、西１７号線橋、

永富橋の補修を実施するもので３，３００万円を計上。 

 次に、その下の表の８款、４項、１目、河川総務費の事業区分、河川維持管理事業の工

事請負費の河川改修整備工事では、昨年度未実施であった協成川延長２０ｍ、酒谷川延長

１０ｍの補修を実施するもので５００万円を追加。 

 次のページの一番上の表、８款、６項、１目、住宅管理費の事業区分、住宅施策推進事

業では、周辺に危険を及ぼす不良空き住宅等の解消を目的に、国の空き家対策総合支援補

助金を活用して、空き家所有者に除却費用を補助するものでございます。対象は、町で判

定を行った結果、住宅地区改良法に基づく「不良住宅」と認められた空き家等またはこれ

に付属する工作物です。 

 旅費につきましては、会議等の出席で５千円を計上。 

 需用費の消耗品費では、制度の周知用のパンフレットにかかる用紙代等に５千円を計上。 

 負担金、補助及び交付金の不良空き住宅等除却補助金は、除却費用の２分の１かつ上限

１００万円とし、２件分を見込みまして２００万円を計上。 

 次に、中段の表からは、１０款、教育費となります。 

 １項、２目、事務局費の事業区分、学校教育等一般事業の負担金、補助及び交付金では、

北海道北見柏陽高等学校の創立１００周年の記念事業の開催にあたり近隣の市町で一部経

費を負担するため、周年事業負担金１０万円を計上。 

 事業区分、北海道訓子府高等学校振興事業は、歳入の補正に伴う財源補正です。 

 その下の表の１０款、２項、１目、学校管理費の事業区分、学校一般管理事業も歳入の

補正に伴う財源補正です。 

 次のページの２目、教育振興費の事業区分、教育振興事業の備品購入費では、訓子府小

学校スクールバンド用の楽器、トロンボーンを購入するため４７万２千円を計上。 

 負担金、補助及び交付金では、訓子府小学校スクールバンドの北見地区吹奏楽コンクー

ル参加負担金とリコーダーコンテストの全道大会派遣として３３万３千円を計上。 

 その下の表の１０款、３項、中学校費、１目、学校管理費の事業区分、学校一般管理事

業も財源補正です。 

 ２目、教育振興費の事業区分、教育振興事業の備品購入費の部活動用品では、吹奏楽部

用備品としてバリトンサックスを購入するため９３万円を計上。 

 次に、下の表の１０款、５項、１目、社会教育総務費の事業区分、社会教育推進事業の

負担金、補助及び交付金では、産業後継者育成基金を活用して、産業後継者等の道内外の

先進地の産業やまちづくりの研修費を助成する産業後継者教育推進協議会交付金として８

２万円を計上。 

 その下の中学校ＰＴＡ部活動費補助金から次のページの４Ｈクラブ活動費補助金までは、

それぞれの団体の活動費を計上してございます。 

 その下の大会派遣費は、社会教育の振興のため、各種団体または個人の全道・全国大会

への出場に要する経費の一部を助成するため６万円を計上。 

 派遣研修費は、社会教育の振興のため、研修等の派遣研修の一部を補助するために８万

２千円を計上。 

 前年度まで、企画費のまちづくりパワーアップ特別対策事業で計上しておりましたが、
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町民で構成する団体がイベント、講演会の開催など自主的に取り組む地域づくりの活動を

支援するわくわく地域づくり活動支援事業補助金は５０万円を計上。 

 その下の事業区分、芸術・文化振興事業では、本年度も武蔵野美術大学と連携を図りな

がら、学校や地域における子どもから大人までを対象とした事業に関する経費でありまし

て、報償費では、アート体験プログラムなどに２万円を追加、企画委員会会議出席謝礼２

万７千円を計上。 

 旅費から役務費につきましては、彫刻体験ワークショップ、旅するムサビのワークショ

ップ、アート体験プログラムなどに関する経費としまして旅費４千円、需用費が１０万７

千円、役務費２万７千円を追加。 

 次のページの委託料では、旅するムサビワークショップを実施する作品公開制作・ワー

クショップ業務２８万２千円の追加と文化芸術作品点検管理業務１９万４千円を計上。 

 負担金、補助及び交付金の文化連盟活動費補助金は、秋の文化祭および日常の文化活動

に対して１３万５千円を計上。 

 事業区分、歴史館維持管理事業の需用費の修繕料は、歴史館の屋根のトタン部に経年劣

化などにより傷みが認められることから、一部屋根のふき替えをするため３８６万２千円

を追加。 

 次に、その下の１０款、６項、１目、保健体育総務費の事業区分、社会体育活動推進事

業の負担金、補助及び交付金では、体育協会活動費補助金は、指導者の育成、団体が開催

する大会経費等の補助として２５万８千円を計上。 

 スポーツ少年団活動費補助金は、スポーツ少年団の活動を支援することとして９５万円

を計上。 

 大会派遣費では、北海道バレーボール交流大会、北海道陸上大会、少年団バレーボール

大会、全道ジュニアアルペンスキー大会等の派遣を予定しており３３万円を計上。 

 派遣研修費は、指導者等の研修に参加する経費の一部を補助することとし９万１千円を

計上。 

 大会開催補助金は、町内で開催の管内大会以上の開催経費の一部を助成するもので上限

を５万円とし、本年度はオホーツク圏ジュニアバレーボール大会、網走管内少年少女剣道

訓子府大会に助成することとし８万５千円を計上。 

 次のページの２目、体育施設費の事業区分、屋外運動施設維持管理事業の需用費の修繕

料では、スキー場の音響設備が落雷の影響で故障したことから修理のため１４万３千円を

追加。 

 委託料では、パークゴルフ場の芝の再生業務として、芝の再生・活性化を促す作業であ

るエアレーションや土壌改良を施すため３１９万８千円を計上。 

 一番下の表の１３款、１項、１目、給与費の事業区分、職員給与費は財源補正となって

おります。 

 次に、４ページに戻っていただきまして、ここからは、歳入の説明をさせていただきま

す。 

 まず、一番上の表、１２款、分担金及び負担金、１項、１目、農林水産業費分担金では、

道営事業の分担金であり、町内各地区の道営事業の令和４年度の繰り越し分と国追加補正

分の対象事業費の増、令和５年度分の対象事業費の減により、事業費が確定したことに伴
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う、本年度事業費の増額でありまして５，０６０万４千円の追加。 

 次に、その下の表になります。 

 ２項、２目、農林水産業費負担金では、道営事業の各地区事業量の増減によりまして他

市町村在住者の事業の調整により５万５千円の追加。 

 次に、一番下の表の１４款、２項、１目、総務費国庫補助金では、町独自のコロナ対策

事業の財源として、新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金４，５３６万１千

円を計上。 

 ４目、土木費国庫補助金では、不良空き住宅等除却補助金の国費補助２件分の、補助率

２分の１として空き家対策総合支援事業補助金１００万円を計上。 

 次のページの２節、道路橋りょう費補助金は、歳出で説明しました橋りょう維持管理事

業の長寿命化修繕に関する事業費６，４００万円の補助率６３．２５％で４，０４７万９

千円を計上、除雪大型ロータリー更新にかかる補助額の調整によりまして２，５２８万９

千円の減で差し引き１，５１９万円の追加となっております。 

 ５目、教育費国庫補助金は、小学校と中学校のＧＩＧＡスクールで導入した端末等の設

定やサポート・トラブルの対応にかかる補助が確定したため、合わせまして７８万７千円

を計上。 

 次に、下の表の１５款、２項、２目、民生費道補助金の老人クラブ運営事業費補助金で

は、老人クラブ連合会、単位老人クラブの活動に要する対象経費の３分の２が補助される

もので５４万５千円を計上。 

 その下の４目、農林水産業費道補助金の説明欄になりますが、北海道水利施設等保全高

度化事業補助金と次世代農業促進生産基盤整備特別対策事業補助金は、道営事業のパワー

アップ事業対象分の事業費の増減に伴うものでございます。 

 ３行目の持続的畑作生産体系確立緊急支援事業補助金、４行目の麦・大豆生産技術向上

事業補助金、５行目の産地生産基盤パワーパップ事業補助金は、いずれも歳出同額を計上

し、合わせまして１億１，１６４万９千円の追加。 

 次のページの、１５款、３項、２目、農林水産業費委託金は、道営土地改良事業監督委

託金の単価増額のため２８万６千円の追加。 

 次に、１８款、１項、１目、財政調整基金繰入金では、今回の補正の財源調整をするも

ので１億９，５３７万２千円を追加。 

 その下の産業後継者育成基金繰入金では、農業費の農業後継者育成事業補助金、社会教

育費の産業後継者教育推進協議会交付金に充当するため２６２万円の追加。 

 その下の４目、地域活性化基金繰入金では、中学校吹奏楽部用の楽器購入の一部に充当

するため７６万６千円を追加。 

 その下の５目、鉄道跡地整備等基金繰入金では、地域間幹線系統確保維持事業費補助金

の車両更新分に充当するため５００万円を追加。 

 次のページの一番上の表、２０款、諸収入の５項、３目、違約金及び延納利息は、昨年

の「協成川他１河川改修工事」の不履行による建設工事請負契約解除にかかる違約金とし

て４７万円を計上。 

 下の表の２１款、１項、町債の２目、農林水産業債、３目、土木債は、説明欄にござい

ます事業費の補正に伴うもので、５目、過疎地域持続的発展特別事業債は借入限度額の確



- 46 - 

 

定に伴うものでございます。 

 続きまして、２４ページは、地方債の年度末現在高に関する調書でございます。合計欄

の右側にございますように補正後の令和５年度末の現在高見込み額は４８億６，３６４万

３千円となっております。 

 なお、右から３列目にあります令和５年度中の起債見込み額の（Ｃ）の列の下から３行

目の本年度起債借入予定の総額３億５８０万円の内訳は、今回補正の８，７１０万円と当

初予算分の２億１，８７０万円となります。 

 最後に、配布の資料１の財政調整基金及び特定目的基金の保有状況見込みをご覧いただ

きたいと思いますが、今回の補正予算の結果、一般会計の基金保有高見込みは、右側の下

から４行目にございますように３８億２８０万３千円となっております。 

 資料２は、一般会計補正予算に係る投資的事業、資料３は、一般会計予算に係る補助奨

励費、資料４は、一般会計補正予算に係る扶助費と債務負担行為の資料となっております

が、今回の補正に伴い内容が変更となっておりますので、後ほどご覧いただきたいと思い

ます。 

 説明不足につきましては、質疑の中で補足させていただきたいと思いますので、ご審議

の上、決定いただきますようよろしくお願い申し上げます。 

〇議長（山田日出夫君） 以上で一括議題の議案第３６号、議案第３４号の各案に対する

提案理由の説明が終わりました。 

 

    ◎議案第３５号 

〇議長（山田日出夫君） 一般質問の予定時刻に到達しておりますけれども、もう一つ議

題としたいと思います。 

 日程第２７、議案第３５号 令和５年度訓子府町介護保険特別会計補正予算（第１号）

についてを議題といたします。 

 提出者からの提案理由の説明を求めます。議案書は２６ページです。 

 福祉保健課長。 

〇福祉保健課長（今田朝幸君） 議案書の２６ページになります。 

 議案第３５号 令和５年度訓子府町介護保険特別会計補正予算（第１号）について、提

案理由の説明をさせていただきます。 

 今回の補正につきましては、令和４年度の介護給付費および地域支援事業費の確定に伴

い、関係する経費を補正するものでございます。 

 令和５年度訓子府町の介護保険特別会計補正予算（第１号）は、次に定めるものとし、

第１条にありますように４，４２５万１千円を追加し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ６

億７，１８５万１千円とするものでございます。 

 第２項の補正の款項の区分ごとの金額等につきましては、２７ページの第１表 歳入歳

出予算補正のとおりですので、ご覧をいただくこととし、内容につきましては、２８ペー

ジの事項別明細書により、説明させていただきます。 

 それでは、２８ページの上段、歳入から説明いたします。 

 ７款、１項、１目、繰越金の１節、支払基金交付金繰越金は、令和４年度分の介護給付

費等に要する費用に充当するため支払基金から交付されておりますけども、事業費の確定
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により返還が生じましたので返還分６６８万８千円を追加。 

 ２節、その他繰越金につきましても、同じく令和４年度介護給付費負担金等の確定によ

り国・道への返還が生じましたので返還分２，０３４万３千円と令和４年度の剰余金１，

７２２万円を介護給付費準備基金に積み立てるため、前年度繰越金としまして、あわせま

して３，７５６万３千円を追加するものでございます。 

 下段、歳出になります。 

 ４款、１項、１目、介護給付費準備基金積立金は、令和４年度における剰余金を基金に

積み立てるもので１，７２２万円を追加。 

 これにより、別紙の資料１をご覧いただきたいと思います。基金の保有状況（見込）で

ございますけども、表の下から２段目、介護給付費準備基金の令和５年度末の保有見込は

３，９３８万円になります。 

 それでは、２８ページに戻りまして、６款、１項、２目、償還金につきましては、歳入

で説明しました令和４年度に交付されております支払基金交付金と国庫支出金および道支

出金の精算によりまして、国庫支出金等返還金としまして２，７０３万１千円を追加する

ものでございます。 

 以上、令和５年度介護保険特別会計補正予算の内容について、提案理由の説明をさせて

いただきました。ご審議の上、ご決定賜りますようよろしくお願い申し上げます。 

〇議長（山田日出夫君） 提案理由の説明が終わりました。 

 ここで午後２時１５分まで休憩といたします。 

 

休憩 午前 ２時 ５分 

再開 午後 ２時１５分 

 

〇議長（山田日出夫君） 会議を本会議に戻します。 

 

    ◎一般質問 

○議長（山田日出夫君） 日程第２８、一般質問を行います。 

 質問は通告書の順序により発言を許します。 

 なお、質問は答弁を含めて議会運営委員会から答申された時間に制限いたしますので、

簡潔に質問、答弁されますよう希望いたします。 

 それでは、一般質問の発言を許します。 

 １１番、北川克良君。 

〇１１番（北川克良君） 議席番号１１番、北川です。質問通告書に従いまして、一般質

問をさせていただきます。 

 町の防災対策について質問します。 

 ご承知のように、わが国は災害大国と言われ、訓子府町も例外ではなく、予測不能な災

害が起こる可能性があります。さらに冬期に被災すると大きな混乱が起こることが予想さ

れます。 

 本町の防災対策の現状について伺います。 

 １、高齢者、障がい者など要支援者への防災対策を伺います。 
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 ２、仮設トイレなど備蓄品の現状を伺います。 

 ３、冬期の防災対策を伺います。 

 以上、町長に質問します。 

〇議長（山田日出夫君） 町長。 

〇町長（伊田 彰君） ただいま、町の防災対策について３点のお尋ねをいただきました

のでお答えします。 

 １点目の「高齢者、障がい者などの要支援者への防災対策」についてのお尋ねですが、

まず、体が不自由な方については、介護保険の要介護認定３以上、障害支援区分認定４以

上、身体障害者手帳３級以上、療育手帳Ａ判定、精神障害者保健福祉手帳１級で在宅の方

については、町の避難行動要支援者名簿に登載され、災害が発生、もしくは発生する恐れ

があり、生命または身体を災害から保護するため必要とする場合は、関係機関と名簿情報

を共有し、支援にあたることとしております。また、高齢者の方の避難については、時間

的余裕を持ちながら避難所へ避難していただくため、一般町民よりも１レベル低い警戒レ

ベル３で危険な場所から避難するよう指示することとなっております。災害対策本部が設

置された場合は、民生対策部の中に避難行動要支援班が設置され、避難行動要支援者や用

配慮者への対応を専属で行う部署を設け、万全を期すこととしております。 

 ２点目の「仮説トイレなどの備蓄品の現状は」とのお尋ねですが、備蓄品につきまして

は「第３次訓子府町緊急物資等の備蓄ガイドライン」により整備をしており、さまざまな

災害を想定し、食料、飲料水、生活必需品、衛生用品、燃料、その他の物資を年次的に整

備しているところでございます。お尋ねの仮設トイレ関係につきましては、マンホール設

置型トイレ１基、ポータブルトイレ５基、ダンボールトイレを２０基、ポータブルトイレ

やダンボールトイレで使用するトイレ袋を８８０回分備蓄しているところでございます。 

 ３点目の「冬期の防災対策は」とのお尋ねでございますが、厳冬期の防災は町民の命に

関わる案件で町としても非常に重要であると考え、本年１月２１日に北見市の日本赤十字

北海道看護大学が主催した「厳冬期避難所展開・宿泊演習２０２３」に町職員２名が参加

し「冬期の無暖房避難所環境の体験」「その状況での就寝」「暴風雪時車両立ち往生演習」

など、さまざまな検証をしてまいりました。やはり、厳冬期の災害で最も危険な状況は停

電による無暖房状態でございます。無暖房の状況下では屋内でも気温５℃前後の厳しい状

況で、低体温症のリスクが高まります。町ではこのような状況下でも採暖できるよう、ジ

ェットヒーター２台、燃料型のポータブルストーブ３４台、発電機２２台、毛布４００枚、

アルミ型保温シート１２０枚、防寒着５０着を整備しており、厳冬期の対策に万全を期し

ているところでございますので、ご理解を賜りたいと存じます。 

〇議長（山田日出夫君） 北川克良君。 

〇１１番（北川克良君） 過去に前町長、役場の皆さま、議員の皆さま、関係者の皆さま

が防災対策に尽力を尽くしたことに対し、敬意を表し質問に移らせていただきます。はる

るでは、地域住民の参加を絶えず声をかけてボランティア活動の協力を取り付けていると

聞きます。町民の個人の場合も、そのような地域住民の協力を取り付ける活動が継続的に

あればと思います。そこで、国が今、進めている個別避難計画作成について、町の考えを

お聞かせください。 

〇議長（山田日出夫君） 総務課長。 
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〇総務課長（硯見康之君） ただいま、個別避難計画の策定の考えについてのご質問いた

だきました。 

 令和３年の防災対策基本法の改正によって、地方自治体が要支援者、個人個人の個別の

避難計画を策定するように努力義務が課せられているところでございます。個別避難計画

というのは、要支援者の方がどのような支援を必要として、いつどこへ誰とどのように避

難をしていくかということを要支援者一人一人に対して計画を策定するというものでござ

います。この計画につきましては、全国でも全国市町村で８％程度の策定率となっており、

１割に満たないという状況になってございます。本町でも現状、策定ができていない状況

でございます。策定の必要性も感じておりますので、現状ちょっといろいろ策定に向けて

動いたんですけれども、いろいろなことがネックになりましたので、今年度、福祉部局と

消防部局と総務の方でもう一度、土台づくりから考え直して作り上げていこうというふう

に手がけようと思っておりますので、ご理解を賜りたいと思います。 

〇議長（山田日出夫君） 北川克良君。 

〇１１番（北川克良君） 関わることにより、地域の福祉の向上や地域活性化にもつなが

ると聞いています。個別避難計画を作成する、進めるに当たってのことですけれども、そ

れについて私も微力ながら協力していきたいと思いますので、進めていくことを希望しま

す。 

 次の質問いいですか。 

〇議長（山田日出夫君） ちょっとお持ちください。答弁をお願いします。 

 総務課長。 

 質問ではないんですか。 

〇１１番（北川克良君） 今の質問じゃないです。 

〇議長（山田日出夫君） 分かりました。 

 北川克良君。 

〇１１番（北川克良君） 要介護者を含めた避難訓練の考えはありますか。 

〇議長（山田日出夫君） 総務課長。 

〇総務課長（硯見康之君） 要介護者を含めた訓練ということで、昨年、町の総合防災訓

練を実施いたしまして、その際にちょっと要介護者の方も含めた検討したところだったん

ですけれども、ちょっと折り合いがつかなくて、職員の方だけ参加していただくというよ

うな形になりました。 

 次の総合防災訓練につきましては、令和７年度を予定しておりますので、計画自体は令

和６年度から着手すると思うんですけれども、その中で総合的に計画してまいりたいとい

うふうに思っておりますので、ご理解を賜りたいと思います。 

〇議長（山田日出夫君） 北川克良君。 

〇１１番（北川克良君） ある自治体では、避難訓練を避難散歩と名を変えて避難訓練の

ハードルを下げたイメージで設定して避難訓練をしているところがあるそうです。そうす

ると、参加者も増えたという報告もあります。気楽に参加できる、散歩だけの避難経路の

確認でもよいので、そのような避難訓練もご検討ください。 

〇議長（山田日出夫君） 町長。 

〇町長（伊田 彰君） 今ちょっと避難散歩というような部分も必要ではないかというか
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ね、日常的にそういった環境に置くということが非常に大事だということで思っておりま

す。 

 ただ、先ほど総務課長からＲ７の訓練というのは、意外と大がかりな総合防災訓練で、

地域ごとにですね。小さいくくりの中の訓練もそういった形ではやってきております。た

だし、どうしても自治会が中心としてやってきているってことも実態にありましてね、な

かなかこう毎年、毎年となると自治会の方の負担も出てくるということもあって、あとは

こうどういうふうに意識付けをしていってもらえるかというのが、一つ大きな課題かなと

いうふうに捉えてますので、また、検討しないというわけではございませんので、一つの

提案として受けとめさせていただきます。 

〇議長（山田日出夫君） 北川克良君。 

〇１１番（北川克良君） 避難行動支援名簿というものがあるんですけども、私もそのや

つの名簿を書いたことがあるんですけども、かれこれ多分８年ぐらい前に書いたと思うん

です。でも、私も大分年もとりまして、そのころは薬も飲んでいなかったんですけども、

今は薬も飲むようになって、多分書いていることの記述がだいぶ変わってきていると思う

んです。その更新はどのように考えているかをお聞かせください。 

〇議長（山田日出夫君） 総務課長。 

〇総務課長（硯見康之君） 避難行動要支援者名簿の関係のお尋ねだったと思います。避

難行動要支援者名簿につきましては、防災の方で完了しているんですけれども、福祉部局

と連携をとりまして、おのおのの障害区分ですとかの認定の中身を確認しまして、毎年度

更新をさせていただいているところでございますので、ご理解を賜りたいと思います。 

〇議長（山田日出夫君） 総務課長。 

〇総務課長（硯見康之君） 要支援者名簿、役場整備している要支援者名簿につきまして

は、住所とお名前と生年月日とかのパーソナルデータとあと障がいの区分でして、恐らく

薬とかの関係は自治会とかで作ったやつに記載されているんじゃないかと思いますので、

補足として説明させていただきます。 

〇議長（山田日出夫君） 北川克良君。 

〇１１番（北川克良君） ２番の仮設トイレなどの備蓄の関係の質問なんですけれども、

さっきの答弁にいただいたところ、車椅子用の仮設トイレはないようなんですけども、多

分、避難場所のトイレを使うということになっていると思うんですけれども、そこのトイ

レが使えなくなった場合はですね、車椅子とか、バリアフリー用のトイレはどのような対

策がありますか。 

〇議長（山田日出夫君） 総務課長。 

〇総務課長（硯見康之君） 先ほど、多目的トイレの関係のご質問をいただいたと思うん

ですけれども、先ほど町長が答弁したポータブルトイレですとか、ダンボールトイレとい

うのが確かに議員おっしゃるとおり、ちょっとハンデのある方については使用が厳しい、

狭い状況になってございます。基本的には避難所のトイレを使うことになるんですけれど

も、多目的トイレですとか、洋式トイレとかが整備されていないという避難所もございま

すので、トイレに限らず避難所の生活でハンディがあって、なかなかそこでの避難所生活

が難しいという方につきましては、総合福祉センターうららが福祉避難所というふうに指

定されております。そういうふうに普通の通常の避難所でちょっと生活が厳しいという方
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につきましては、福祉避難所の方に移動していただいて、生活をしていただくというよう

な流れになってますので、ご理解を賜りたいと思います。 

〇議長（山田日出夫君） 北川克良君。 

〇１１番（北川克良君） その場合は、例えば、自分は日出に住んでいて、日出のセンタ

ーに、一応避難になっているんですけども、その場合は、その福祉避難所に僕は行くこと

になるでいいですか。 

〇議長（山田日出夫君） 総務課長。 

〇総務課長（硯見康之君） そのとおりでございます。 

〇議長（山田日出夫君） 北川克良君。 

〇１１番（北川克良君） 理解しました。トイレのあれなんですけれども、このやつを見

ると、もし大きな災害になった場合、普通の健常者の人もこのポータブルトイレ２０基と

いうのは、これは足りる数なんでしょうか。 

〇議長（山田日出夫君） 町長。 

〇町長（伊田 彰君） 今、ポータブルトイレの数の関係、基本的に災害備蓄ガイドライ

ンの設定の問題なんです。あくまで、地震、マグニチュード６．９ですから、震度６弱が

最大級起こるであろうという想定される地震なんですよね。そのときに建物がもたない建

物、それが５７０戸ほど耐震化ができてないというところで、当時設定したときの年度が

もうちょっと古いんですけども、今ちょっとまた新しくなってきていると思うんですけど

も、その際におよそ１，２００人ほど建物の被害を受けるのではないかという設定をいた

しまして、特にこういう町は地縁とか血縁の部分も多いですんで、そのうち１７％、２０

０人が避難するだろうということで、全てガイドライン上は２００人避難の部分を設定し

て積み上げてきているというところですので、そういった意味では千人が全員来られると

ポータブルトイレ自体は今では充足はちょっと難しいかなというふうに思います。 

〇議長（山田日出夫君） 北川克良君。 

〇１１番（北川克良君） なぜそんなような質問をしたかというとですね。トイレが不足

なので、使用が不便な場合は、トイレを我慢したり、水分補給を怠ったりして、健康被害

が何か出るって聞いたので、それでトイレは十分に確保した方がよいのではないかと思い、

質問しました。 

 次の質問ですけれども、備蓄品の賞味期限のコントロールはどうしているか、お聞きし

たい。 

〇議長（山田日出夫君） 総務課長。 

〇総務課長（硯見康之君） 備蓄品の賞味期限のご質問いただきました。基本的に食料品

と飲料水の関係だと思うんですけれども、備蓄しているお米、アルファ米というものにつ

きましては、消費期限が５年ということになってございますので、一括に購入しているわ

けではなくて、ある一定数量で買っていますので、消費期限が近づいてきているものにつ

いては、そこを更新して買っていくと。その不用分になったものについては研修で試食し

てみたりとか、そういうような活用している状況でございます。アルファ米が５年です。

お水につきましては、６年間が消費期限でございます。お水につきましては、消費期限が

過ぎましても、例えばトイレで水を流すことに使えるとかというのがありますので、その

まま保存をしていたりしています。あとはですね、クラッカーも非常食として保存してま
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して、そちらは２年、スープが５年、後は粉ミルクが１年６か月というような消費期限に

なっておりますので、更新時期に改めて買っているというような状況でございます。 

 以上でございます。 

〇議長（山田日出夫君） 北川克良君。 

〇１１番（北川克良君）次の冬の防災の対策についてまた質問します。 

 またトイレの話なんですけど、仮設トイレの防災対策とか多分インフルエンザとか何か

で感染予防がそこで起こる可能性があるので、その清潔管理とかについて何かあったらお

聞かせください。 

〇議長（山田日出夫君） 町長。 

〇町長（伊田 彰君） 感染予防という部分で、多分コロナとか、そういった部分ではな

くて、衛生上の問題かと思われるんですけども、今、コロナは３年たちまして、やっとコ

ロナ系の防災計画の見直しも含めてですね、出てきているのが実態でございます。日常的

な衛生管理、避難時の衛生管理については、特に排せつ物の関係については、排せつ用の

袋が先ほど答弁して８８０という形をお示ししましたけど、そういった部分への排せつと

かですね、マンホール型のトイレというのは、完全にマンホールがマンホールの上につく

りますので、マンホールに流れていくようなシステムになっていますので、そういった部

分では、東日本でも非常にトイレが渋滞というか、たくさんいて、トイレの周りにみんな

用を足したっていうような状況にならないような基数とか、そういった部分はやっていか

なきゃならないかなと思っています。 

 加えて、備蓄でうちの町こういう形で備蓄してますということなんですけど、最終的と

いうか、いざ有事の際は周りの自治体とかですね。いろいろ協定結んでいるところもござ

いまして、そういったところからの応援とかですね。そういった部分もいただきながら対

処していくかなというふうに思っていますので、ご理解をいただきたいと思います。 

〇議長（山田日出夫君） 北川克良君。 

〇１１番（北川克良君） 仮設トイレの防寒対策については答弁いただいていないと思う

んですけども、そこのところもお願いします。 

〇議長（山田日出夫君） 町長。 

〇町長（伊田 彰君） 仮設トイレの防寒対策という、答弁漏れあったんですけども、全

般的に言うと、先ほど答弁でも申し上げましたけど、暖房の確保をどうするかというのが

一番今、課題の一つとなってまして、ジェットヒーターとか室内を温めるものってあるん

ですけども、停電になった場合に一番有効なのは、今のＦＦストーブに電源を供給すると

いうことが、どういう供給の仕方って、発電機を外に置いて供給するとか、いろいろある

んですけども、それが一番効果的だというのが、たまたま日赤の方で出た結論でありまし

て、それに向けて今後うちはどういうふうな備蓄の対応をしていくかということで、仮設

トイレ、あくまで屋外という認識は全てにおいてはしてませんので、屋内に設置するとい

うことも可能性の一つとしてありますので、そういう意味では仮設トイレの暖房を特に冬

期は別の部屋に、部屋の暖房も入れながらトイレの暖をとっていくようなスタイルになろ

うかなというふうに思います。 

〇議長（山田日出夫君） 北川克良君。 

〇１１番（北川克良君） それでは、次の質問に移らさせていただきます。 
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 図書館の建設について。 

 図書館整備基本計画から８年が経過しているが、急速な時代変化もあり、計画も大幅修

正が必要かと考えます。 

 今後の図書館建設に向けた考え方を伺います。 

 １、現時点で新たな機能などを持たせる図書館整備構想の考えをお聞かせください。 

 町長と教育長にお伺いします。 

〇議長（山田日出夫君） 教育長。 

〇教育長（林 秀貴君） ただいま、図書館建設について「図書館整備基本計画策定から

８年が経過しているが、現時点での新たな機能などを持たせる図書館整備構想の考えは」

についてお尋ねがございました。 

 本町の図書館は昭和５９年に開館して来年、令和６年には４０年の節目を迎えます。 

 開館当初から町民が待ち望んだ図書館として、子どもたちから高齢者の方々まで多くの

町民の皆さまに利用され、過去には町民１人当たりの貸出冊数において、全国一位に輝く

など、町民に愛され親しまれる社会教育施設として、地域に根差した活動を展開してきま

した。 

 現図書館は経年による建物、設備機器の老朽化と狭あい化が進んでいることから、平成

２４年に各分野の幅広い年齢で構成する策定委員会において、将来の図書館づくりの基本

構想となる「図書館振興計画」が策定され、続いて平成２７年には、この振興計画をより

具現化するために、新しい図書館の建設計画である「図書館整備基本計画」を策定したと

ころです。 

 さらには、令和２年には読書の環境づくりのための指針である「読書活動推進計画」を

策定し、図書館サービスの充実に努めてまいりました。また、平成２３年、平成２６年に

は隣接する用地を先行取得し、新しい図書館整備の準備を整えてきたところですが、現状

としましては、スポーツセンターや消防庁舎などの喫緊に整備することが必要となった施

設整備を優先させたことや、その他の連続する大型投資が将来の財政計画にどのような影

響を及ぼすかを見極めることなどから、具体的な新しい図書館整備までには至っていない

状況にあります。 

 しかしながら、現図書館は築４０年となり老朽化が進んでおり、施設運営にも支障をき

たしていることから、近い将来には図書館整備は必要であると考えております。 

 図書館整備にあたっては「図書館振興計画」「図書館整備基本計画」「読書活動推進計画」

の策定委員会や利用者などからの意見や要望のありました、子どもから高齢者までが「静

かで落ち着いた読書環境、『滞在』と『交流』ができるスペース、子どもも大人も互いに読

書を楽しめる空間づくり、安心できる居場所として」など期待される図書館像や構想など

を基本といたしますが「図書館整備基本計画」の策定などから８年が経過し、この間、本

町の社会情勢も大きく変化し、コロナ禍の影響や予想を上回る人口減少や少子高齢化、さ

らには、急激な高度情報化、生活様式や価値観の多様化など、計画を策定した当時とは図

書館を取り巻く環境が大きく変わっております。 

 また、近年の国内の市町村での図書館整備の例として、図書館の機能を核として「まち

のにぎわいを創出する」機能も付加させて他の公共施設、商業施設と組み合わせて複合施

設による整備を図っている例もございます。 



- 54 - 

 

 本町の図書館整備に向けましては、現在の施設の老朽、狭あいを改善していくことが第

一ですが、高度情報社会に対応した多様なメディア資料、サービスの多機能化にも対応し、

本町を取り巻く社会情勢を勘案するとともに、他施設との相互利用・共同利用などの可能

性も含めた、町民みんなの居場所として新たなコミュニティ空間、総合的な学習の場を提

供する施設として新しい図書館のあるべき姿を検討してまいりたいと考えております。 

 以上、お尋ねのありました図書館建設についてお答えしましたのでご理解賜りますよう

よろしくお願い申し上げます。 

〇議長（山田日出夫君） 北川克良君。 

〇１１番（北川克良君） 経年が経過した公民館や歴史館等、複合的な図書館をつくる考

えはありますか。 

〇議長（山田日出夫君） 教育長。 

〇教育長（林 秀貴君） 前段、私がご答弁申し上げたように、具体的な公民館だとか歴

史館という部分だけではなく、今後の行政の効率化や今後、新しく町が必要となる施設や

建て替えも含めた中での総合的な可能性を含めたことを考えていきたいと思っています。

現時点では、どこがどうだということのお答えは控えさせていただきたいと思います。 

〇議長（山田日出夫君） 北川克良君。 

〇１１番（北川克良君） 図書館整備構想が本格したときに、また再度質問させていただ

きたいと思います。 

 これで私の質問は終わります。 

〇議長（山田日出夫君） 以上で北川克良君の一般質問が終わりました。 

 ここで３時まで休憩といたします。 

 

休憩 午後 ２時５０分 

再開 午後 ３時００分 

 

〇議長（山田日出夫君） 休憩前に戻り、会議を再開いたします。 

 次の一般質問は、４番、吉野美香君の発言を許します。 

 吉野美香君。 

〇４番（吉野美香君） ４番、吉野です。一般質問通告書に従い質問いたします。 

 訓子府町のごみ分別収集に関して。 

 訓子府町は平成１６年からごみの排出量に応じた公平な負担と増額するごみ処理費用の

軽減対策としてごみの有料化を実施してきました。ごみの分別収集有料化からほぼ２０年

が経過し、本町の人口減少や少子高齢化などの社会情勢の変化から本町におけるごみ分別

収集について現況や今後の課題について伺います。 

 １、本町のごみ分別収集に関わる総経費の推移と財源の負担についての変化、加えて町

民１人当たりのごみ分別収集の負担額は。 

 ２、ごみ分別収集は、燃えるごみ、埋めるごみ、生ごみ、資源ごみに分けて収集してい

ますが、それぞれの今までのごみ排出量の推移、あわせて町民１人当たりの排出量の推移

は。 

 ３、ごみの分別回収の課題、分別する方法の変更など、町内会、実践会で協議する場を
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設ける考えは。 

 ４、高齢化に伴い、ごみを分別できない、ごみボックスに排出できない方が増えてくる

可能性があるため、町の対応は。 

 以上、町長に質問します。 

〇議長（山田日出夫君） 町長。 

〇町長（伊田 彰君） ただいま「訓子府町のごみ分別収集に関して」４点のお尋ねがご

ざいましたので、お答えをいたします。 

 １点目に「ごみ分別収集に関わる総経費の推移と財源の負担についての変化、加えて町

民１人当たりのごみ分別収集の負担額は」とのお尋ねがございました。 

 ごみ分別収集に関わる総経費の推移でございますが、平成３０年度９，３３８万円、令

和元年度９，３８６万円、令和２年度９，２７２万円、令和３年度９，６９５万円となっ

ております。 

 財源につきましては、廃棄物処理手数料としてごみ袋の売り上げと直接搬入による手数

料を合わせたもので、毎年度１，３７０万円程度となります。 

 総経費を人口で割り返した町民１人当たりのごみ分別収集の負担額、平成３０年度は１

万８，５９０円、令和元年度１万９，０９７円、令和２年度１万９，２２０円、令和３年

度２万３６３円となります。 

 総経費については、ごみや人口の増減に関係なくかかるものが多いため、ほぼ横ばいと

なっておりますが、人口が減少していることにより町民１人当たりの負担額は増加をして

おります。 

 ２点目に「燃えるごみ、埋めるごみ、生ごみ、資源ごみの排出量の推移と町民１人当た

りの排出量の推移は」とのお尋ねがございました。 

 直接搬入を除いたごみ区分ごとの排出量は、燃やすごみが平成３０年度４４２ｔ、令和

元年度４４７ｔ、令和２年度４５７ｔ、令和３年度４４４ｔ、埋めるごみが平成３０年度

９１ｔ、令和元年度８２ｔ、令和２年度９５ｔ、令和３年度７４ｔ、生ごみが平成３０年

度１８０ｔ、令和元年度１７２ｔ、令和２年度１６０ｔ、令和３年度１５３ｔ、資源ごみ

については、平成３０年度２０２ｔ、令和元年度１９６ｔ、令和２年度１８４ｔ、令和３

年度１９０ｔとなります。 

 これらを合計して人口で割り返した町民１人当たりの排出量は、平成３０年度１８２ｋ

ｇ、令和元年度１８２ｋｇ、令和２年度１８５ｋｇ、令和３年度１８１ｋｇとなります。 

 また、ごみ区分ごとの町民１人当たりの排出量は、令和３年度で生ごみが３２ｋｇ、燃

やすごみが９３ｋｇ、埋めるごみが１６ｋｇ、資源ごみが４０ｋｇとなります。 

 ３点目に「ごみの分別回収の課題、分別する方法の変更など町内会、実践会で協議する

場を設ける考えは」とのお尋ねがございました。 

 協議の場につきましては、令和５年３月に町内会連絡協議会長、実践会連絡協議会長、

民生委員協議会長、農協・商工会婦人部長などで構成する廃棄物減量等推進審議会を開催

しました。審議会では、これまでのごみ処理の経過の説明や分別収集にあたってのご意見

をいただいたところです。今後も町民からの意見を聞く場として、必要の都度、開催して

いきたいと考えております。 

 ４点目に「高齢化に伴う分別や排出に関わる町の対応」とのお尋ねがございました。 
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 高齢者のごみ分別につきましては、令和２年に民生委員に調査を行っていただいたこと

があります。この中では、ごみの分別について意見はなかったとの報告がありました。 

 また、町内会長会議や実践会長会議においてもごみの分別に関する意見は特にございま

せんでした。 

 一方、介護認定を受け訪問介護を利用している方が現在３９名おられますが、そのうち

８人がヘルパーにごみ出しを依頼している。福祉保健課で実施している生活支援サポータ

ー制度でごみ出しに限らず、掃除、洗濯、通院の付き添いなど有償サポーターを派遣して

おり、現在２人が利用しております。 

 今後、高齢化が進み支援の必要な高齢者が増えることも想定されます。 

 ごみ出しはプライバシーの観点からも非常に難しい問題でもあるため、支援が必要な方

の情報収集に努め、慎重に対応していきたいと考えております。 

 以上、お尋ねのありました４点につきましてお答えいたしましたので、ご理解賜ります

ようよろしくお願い申し上げます。 

〇議長（山田日出夫君） 吉野美香君。 

〇４番（吉野美香君） まず、質問１に関してなんですけれども、近年、ロシアによるウ

クライナ侵攻や円安の影響により、エネルギー価格の上昇など輸送コストが物価高になっ

ています。人件費も上がっております。本町のごみに関する経費については、ごみ袋購入

費などで収入があるものの、収集作業委託費用、処分最終施設の処理費用、ごみ袋の作成

費などに支出しており、毎年多額の費用が使われていると思われます。 

 ここで二つほど質問させていただきます。 

 まず一つ目。近年の物価高騰により、町財源の負担額はこれからどのようになっていく

か所見がありましたら回答願います。 

〇議長（山田日出夫君） 町民課長。 

〇町民課長（坂井毅史君） 物価高騰で処理費が上がらないかということでの質問でよか

ったんですかね。 

 ごみの処理費ですけれども、令和３年度でいったら９，７００万ぐらいかかっているん

ですけども、そのうちのごみ処理の委託部分が８，５００万ぐらい。率でいったら９割近

くが委託料、ごみの処理費ということになります。これについては、先ほど吉野議員から

もお話あったとおり、物が上がったりとか、あと人件費の部分もありますので、上がる傾

向にはあるんですけども、直近のこの３０年度からでいけば、ほぼ横ばいにはきてるとい

うことになります。燃料とかその辺も上がってきますので、今後は増加傾向には、このま

まで物価が上がると増加傾向にあるとは考えております。 

〇議長（山田日出夫君） 吉野美香君。 

〇４番（吉野美香君） 住民１人当たりの負担額が上がっているようです。今後、収入源

であるごみ袋の購入単価の値上げの検討も当然していかなければならないと予想されます

けれども、今の町の考えをお聞かせください。 

〇議長（山田日出夫君） 町民課長。 

〇町民課長（坂井毅史君） ごみ袋、これはあれですかね、役場がごみ袋を購入するとき

じゃなくて、町民が買う値段のということですかね。 

 確かにですね、何でも今、物が上がってまして、ごみ袋も上がる傾向にはあるんですけ
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ども、今現在ですね、ほかに物がすごく上がってて、ごみの袋までを値上げするというこ

とは非常に町民に大変な思いを強いられるということで、今のところ先ほどお話しさせて

いただきましたけども、委託料的にはそれほど上がっていない。上がる傾向にはあるんで

すけども、今のところはごみの袋の値段についてはそのまま。ただ情勢によっては上げて

いかなきゃならないというのは出てくると思います。 

〇議長（山田日出夫君） 吉野美香君。 

〇４番（吉野美香君） 次に、質問２に関してなんですけれども、町長の回答によります

と排出量は燃やすごみは横ばい、埋めるごみ、生ごみ、資源ごみは減少しているようです。 

ということは、多くの町民が本来、生ごみや資源ごみとして排出するものを燃やすごみと

して一緒に排出しているのではないかと考えます。平成１６年にごみ有料化収集を開始し

てから、ごみの収集方法や収集回数とも変化していません。分別収集の回数については、

生ごみは週２回の回収ですが、燃やすごみは週１回、埋めるごみも週１回となっています。

ちょっと近所のごみボックスを見てみますと埋めるごみはそんなに多く排出されていない

ようですが、燃やすごみは多く排出されているようです。 

 ここで二つほど質問させていただきます。 

 一つ目、ごみの排出量に応じて収集する日程を変更しませんか。例えば、週１回ある埋

めるごみの収集を月２回、もしくは月１回にして、その少なくなった分は、燃やすごみを

集める考えはないでしょうか。 

〇議長（山田日出夫君） 町民課長。 

〇町民課長（坂井毅史君） 吉野議員おっしゃるとおり、生ごみとか埋めるごみって確か

に減ってきている傾向に多分、恐らく人口減とかにも影響していると思うんですけど、減

る傾向にはあるんですけど、燃やすごみに関しては同じくらいか、ちょっと上がってきて

いる傾向にあります。議員ご指摘の部分も、もしかしたら分別がちょっとだけ緩くなって、

燃やすごみに捨てているという傾向もあるかもしれないです。 

 排出量に応じての分別の収集の回数ですけども、確かに他の町でいくと、埋めるごみ自

体は２週間に１回だとか、月２回ぐらいとか、毎週集めているの、ここら辺でいったら、

ちょっと調べてたら訓子府町だけかなとは思ってます。 

 先ほど町長の答弁にもありましたとおり、１年間の１人当たりのごみの量でいくと、埋

めるごみが１６キロに対して燃やすごみが９６キロなので、５倍から６倍ぐらいの量が燃

やすごみだということでございます。 

 ごみの収集に当たっては、埋めるごみと燃やすごみと最終的に処分場が違ったりもしま

すし、どれぐらい経費がまた変わるのかとか、あと収集日についても、かなり定着してい

る部分がございますので、その辺は確かに燃やすごみの量が多いので、収集日増やすとい

うのも一つの手かなと思いますけれども、その辺の影響も今後調査しながら、回数、燃や

すごみを増やして埋めるごみを減らすとか、そういうことも今後検討していかなきゃなら

ないとは考えています。 

〇議長（山田日出夫君） 吉野美香君。 

〇４番（吉野美香君） ２点目なんですけど、北見市の留辺蘂自治区では、令和４年４月

から生ごみの収集を取りやめ、燃やすごみとして収集していますが、本町も変更する考え

はありますか。 



- 58 - 

 

〇議長（山田日出夫君） 町民課長。 

〇町民課長（坂井毅史君） 生ごみですけど、訓子府町の場合は、堆肥供給センターとい

うところに持っていって、堆肥化して町民の皆さんに配ったりしてるということなんです

けど、これをもしくは燃やすとなると、北見の方のごみセンターに持っていかなきゃなら

ないんですけど、北見市にいいかどうかっていうとこも聞いたこともないんですけど、ご

みを燃やすと必ず残滓
ざ ん し

、残渣
ざ ん さ

、燃えかすは必ず出ます。そこで燃えかすが出ると、それは

北見でどうしているかというと埋めるごみとして処分していると。必ずごみが出ているん

ですよね。生ごみにすると、基本的には、もう全部堆肥化されますので、今、ＳＤＧｓと

か地球環境の悪化という問題でいくと、生ごみを堆肥化してごみがほぼ０だという状態が、

経費がどうのこうのというのは抜かすと非常に地球環境には優しいということですので、

今のところは今の分別方法でやっていきたいと担当では思っております。 

〇議長（山田日出夫君） 吉野美香君。 

〇４番（吉野美香君） 次に、質問３に関してなんですけれども、推進審議会が開催され

たと聞き安心しました。 

 そこで質問なのですけれども、この審議会で委員さんからごみ処理の経過や分別収集の

意見をいただいたようですけども、どのようなものがあったのでしょうか。 

〇議長（山田日出夫君） 町民課長。 

〇町民課長（坂井毅史君） 審議会の意見ですけども、いくつか紹介させていただきます。

ただ、おおむねですね、分別とかに関しては、大きな意見はなかったということでござい

ます。 

 例えばですね。ごみの処理方法についてということで、家庭でごみを焼却している方が

見受けられるので、それはいいのかということで、これはもちろん駄目なんですけど、そ

ういう質問とか、あと名前の書いていないごみ袋がごみステーションに残っているという

ことです。そして、基本的にはそれ回収しないんですけども、場合によってはですね、ず

っと置いておくと、においがしたりとかですね、場合もありますので、近所迷惑にもなり

ますので、その場合にはやむを得ず職員が行って分別してとかということもありますけど

も、これは基本は回収しないということでお話しさせてもらってます。あと、家電類の不

法投棄の実態ですね、あと、ごみステーションを増設してもらえないかということでの要

望もございました。ごみステーション自体は、町内会とか実践会で設置しているものです

ので、そこの総会等で相談してほしいということで回答しております。主な内容について

は以上です。 

〇議長（山田日出夫君） 吉野美香君。 

〇４番（吉野美香君） 訓子府町は分別収集を始めた際に、町民一人一人に自己責任を持

つためにごみ袋に名前を記載することになったと聞いています。この件について、家のご

みの中身を他人に知られてしまう抵抗感を持っている方は、私はかなりいるのではないか

と思います。特に町外から転入してきた方たちです。私も長い間、町外に住んでいました

ので、ごみ袋に名前を書くことは正直言いまして抵抗感があります。ごみボックスを見ま

すとたまに名前を書いてなくても回収されてるものもあったりしますので、書いてなくて

も、きちんと分別されていれば収集されている感じなんですね。 

 ここで二つほど質問させていただきます。 
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 分別収集を始めて長い年月が経ち、住民も分別がきちんとされているのなら、ごみ排出

の際、無記名で排出することはできないでしょうか。もしくは無記名というのが不可能な

らば、中身が丸見えにならないように、せめて袋にピンク色とか黄色とか薄いブルーなど

色をつけることは考えてないでしょうか。 

〇議長（山田日出夫君） 町民課長。 

〇町民課長（坂井毅史君） 恐らく始まった当初は、記名するということで、あまり、そ

ういうやっている市町村がなくて、非常に抵抗あったかと思います。ただ、今はですね、

ごみの名前を書く方式を私、もう今３年目ぐらいですか、担当してますけど、名前を書く

ことに対して、何か町民から意見とかというのは、特別、今、吉野議員がおっしゃってま

したけど、あと私のところで窓口業務がございますけど、そこで転入者にごみの排出の仕

方、説明させてもらってます。訓子府町の場合は、お名前書いて出さないとごみは引き取

ってもらえないですということで説明すると、おおむね了解していただいて「そんなんだ

ったら出さないわ」という声は今のところ聞いたことがありません。元々はそこ名前を書

いてもらって、もちろん責任を持ってもらって、名前が書いてあって分別されてなければ、

そこで指導させていただくということで始めた記名方式だと思いますけども、それについ

ては今後も続けていきたいと考えております。 

 あと、色づけですけど、とピンクとか色とかつけても結局半透明で、もう少し今の部分

は完全な透明じゃなくて半透明ぐらいの感じなんですけど、それよりもう少し濃い色とか

っていうことかなと思います。基本的にはやっぱり分別回収する人が中身が見えてきちっ

と正しく分別されているか。それによっては回収、最終処分でしてもらえない可能性がご

ざいますので、その辺はちょっと色づけとかということも検討したいとは思いますけれど

も、基本的には中身がある程度見えるごみ袋にしたいと思っております。 

 以上です。 

〇議長（山田日出夫君） 吉野美香君。 

〇４番（吉野美香君） 排出方法について、町民もいろんな意見があると思います。町内

会とか実践会単位で身近なところで意見の聞き取りなどはしていただけないでしょうか。 

〇議長（山田日出夫君） 町民課長。 

〇町民課長（坂井毅史君） 先ほど審議会開催していると言いましたけれども、そこでも

やっていますし、町内会のですね、会長の集まる連協会のとこでも、今後ごみのお話、よ

くステーションの話とかはさせてもらうんですけど、そこでは分別方法、回収の仕方とか、

その辺も含めてお話させていただきたいと思います。 

〇議長（山田日出夫君） 吉野美香君。 

〇４番（吉野美香君） 次に、質問４に関してなんですけれども、高齢化に伴って認知も

あって、ごみの分別ができない、ごみボックスまで運搬することができない方が増えてく

ることが予想されます。北見市はこういった方に対応するため、最近ごみの戸別回収サー

ビスを始めました。ごみはプライバシーに関することで、ほかの人に相談できない側面を

持っていますので、中には分別の方法が分からなくなって困って排出できない方もいるか

もしれません。やはり町民から信頼されている職員が困っている人に出向いて対応をして

いるとは思いますけれども、その辺は今後ともよろしくお願いします。 

 そこで２点ほど質問させていただきます。 
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 まず、１番、訓子府町では、北見市のような戸別回収サービスの実施については、どう

お考えになりますか。 

〇議長（山田日出夫君） 町民課長。 

〇町民課長（坂井毅史君） 確かにですね、町長の答弁にもあったと思うんですけど、高

齢化につれて、そういう方が増えてくるとは想定されています。今のところですね、大き

なお話というか、ごみで困っているとかということのお話は具体的にはないですし、そし

て、先ほど町長の答弁にもあったとおり、ボランティアでもごみ出しの支援とかやってお

りますので、戸別回収については、いろいろこう体制も整えなきゃならない部分もござい

ますので、今後については検討しなきゃならない部分もありますけども、今のところは今

の回収で、例えば、町内会でステーションそのために増やしたいとか、そういうことであ

れば対応していきたいと思いますけれども、今の回収方法で行っていきたいと考えており

ます。 

〇議長（山田日出夫君） 吉野美香君。 

〇４番（吉野美香君） 二つ目なのですが、ごみを分別することができないで、家にごみ

をためている人もいるかと思います。このような事例があった場合の対応について、町は

どのような支援をすることができるのか伺います。 

〇議長（山田日出夫君） 福祉保健課長補佐。 

〇福祉保健課長補佐（関口好子君） ごみの分別できずに、おうちにごみをためてしまう

方というかの件で、今までの実例というか、そういうケースがあったっていうところでお

答えをさせていただきたいんですけれども、やはり、分別ができないところの原因には、

やっぱり認知症だったりとか、いろんな障がい、知的な障がいがあったりとか、要は分別

ができずに出せなくて、どんどんたまっていくっていう感じなんですけれども、そういう

方がわかった時点では、町の職員がいって、お話を聞きながらやった場合もありますけれ

ども、もう手に負えないというか、その場合については、社会福祉協議会とかで、私的な

契約によるヘルパーの支援というか、家事援助のサービスがあって、１時間千円以内ぐら

い、七、八百円ぐらいで対応してくれるので、そういうところを個別に紹介したりとか、

あとは地元の、お手伝いしてくれる事業者とか、そういうところに協力を得たりもしてい

ます。何らかの問題を抱えているご家庭っていうか、そういうこともあるので、早期に気

づいたりとかして対応したりっていうことになります。 

〇議長（山田日出夫君） 吉野美香君。 

〇４番（吉野美香君） ごみに関する質問させていただきました。今回分かったことは、

ごみを処理するのに多額の町費を投入して事業を進めているということです。今後ともご

み袋購入費の価格はどうなるのか。また、ごみの分別回収の回数変更や排出方法の検討は

あるのか気になるところです。 

 最後に、高齢者や体の弱い方のごみの分別ができない方、排出できない方の対応まで質

問させていただきました。 

 もし、このような方たちから申し出があれば、手を差し伸べてほしいですし、このよう

な方たちがいるのか、日ごろから情報収集をして早期に解決を図ってほしいと思います。

全体をとおして伊田町長の何か考えがありましたら、よろしくお願いします。 

〇議長（山田日出夫君） 町長。 
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〇町長（伊田 彰君） ごみ収集に関して、細部にわたりまして、いろいろご質問いただ

いた部分でございます。基本的には、ごみ収集は自治事務でございますので、町は投げる

ことなく進めていかなければならないことです。さまざまな、一部負担ということで、平

成１６年から、おそらく記憶によると前菊地町長が担当課長だったかなというのをちょっ

と覚えておりますけども、有料化したときの部分ですけども、そういった意味では、有料

化の部分で、あくまで、あくまでというか、個人の責任も持ってもらうというところを思

った有料化かなっていうふうに思っていますので、それを経費の半額まで経費を上げてい

くっていうようなことは、課長からも話しましたけど、現段階では考えていないっていう

ところでございます。 

 加えて、どうしてもこう、高齢化率４０％を超えて、７５歳以上も千人超えてきてます

ので、今言われたごみの処理ができない層が多くなる想定もあります。そういった意味で

は、今、関口の方から話したとおり、ある一定程度の部分でこちらに言っていただければ、

さまざまな事業者さんもいますし、そういったヘルパーさんもいますので、そういった対

応はできるのかなというふうに思っております。 

 そういった意味では、本町のごみ処理については、最終処分場を一つも持っていないと

いうのが本町の部分でありまして、全部、他の自治体にお任せしているというかね、処分

自体はそういったような状況なので、きれいな町を目指していきたいと思ってますので、

よろしくお願い申し上げます。 

〇議長（山田日出夫君） 吉野美香君。 

〇４番（吉野美香君） これで、私のごみに関する質問を終わります。 

 次に、（仮称）まちづくり株式会社について。 

 伊田町長は、選挙期間中、みんなで創るくんねっぷの未来として緊急的に実施する５つ

の約束と「基幹産業の農業を守る」「くんねっぷの経済（商工業・林業）を守る」「皆でく

んねっぷのこどもを守る」「自然災害からくんねっぷを守る」「くんねっぷの皆さんの声に

応える」「くんねっぷの暮らしを守る」という６つの政策を挙げ、これらの政策に多くの町

民から信託を受け町長に当選しました。町長がこれからどんなまちづくりに進めていくの

か、未来は発展してくれるものと町民も期待しているところです。 

 さて、町長は「くんねっぷの経済（商工業・林業）を守る」政策の中に「募集した地域

おこし協力隊を活用して（仮称）まちづくり株式会社を官民共同で出資し事業を進める」

と公約しています。 

 伊田町政がスタートして２か月あまり、まだ準備はできていないと思いますが、この（仮

称）まちづくり株式会社に町長がどんな思いを寄せているのか、現時点での町長の考えを

伺います。 

 １番、町長の考える訓子府の（仮称）まちづくり株式会社とは、どんな事業を行うもの

なのか。 

 ２、（仮称）まちづくり株式会社の組織体制や地域おこし協力隊をどのように活用しよう

と考えているのか。 

 ３、設立までの課題は。 

 ４、（仮称）まちづくり株式会社が訓子府の発展に担う役割は。 

 以上、町長に質問いたします。 
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〇議長（山田日出夫君） 町長。 

〇町長（伊田 彰君） ただいま「（仮称）まちづくり株式会社について」４点のお尋ねを

いただきましたのでお答えいたします。 

 １点目に「町長の考える訓子府の（仮称）まちづくり株式会社とは、どんな事業を行う

ものなのか」についてのお尋ねがございました。 

 正直、まだ漠然とした構想でございます。（仮称）まちづくり株式会社は、町の「稼ぐ戦

力」の一つと考えております。具体的な事業計画の練り上げには、相当の時間を要すと考

えており、先般、農林商工課を中心に構想をまとめるよう指示したところでございます。 

 どんな事業を検討しているかに関して、ほんの一例を申し上げますと、ポテンシャルの

高い農産物の集荷と加工委託および販売を株式会社が引き受けることで、農業者というか、

農業の６次産業化のサポートにつなげていけたらと考えております。 

 また、ふるさと納税の返礼品としての対応も株式会社で取り組んでいければと考えてお

ります。 

 ２点目に「（仮称）まちづくり株式会社の組織体制や地域おこし協力隊をどのように活用

しようと考えているか」についてのお尋ねがございました。 

 まず、株式会社の設立に関して核となる人物が必要であります。民間企業等から人材を

招へいすることも視野に考えているところでございます。 

 そこで地域おこし協力隊を活用できればと思いますし、そのためには「地域資源を活用

し地域課題の解決に資する小規模創業を支援する」国の支援制度なども活用できたらと考

えております。 

 しかし、あくまで事業構想の練り上げこそが大前提と思っており、構想が固まらない中

で会社設立や地域おこし協力隊を活用することにはなりません。 

 最近では、まちづくりに関し「地方共創」という考えで、経済活性のプロセスを共にす

ることで、地域との信頼関係を構築する民間企業も出てきております。そのような企業と

手を携えることも選択肢の一つとして考えております。 

 ３点目に「設立までの課題は」についてのお尋ねがございました。 

 まずは、株式会社として持続可能な事業を行っていくことが重要であり、事業の基本的

な方向性が明確化されなければなりません。それが複数にわたるのかまでは現時点では言

及できません。 

 また、目標に向かって実行力のあるメンバー、それが地域おこし協力隊を指すわけです

が、その人選は外すことができないというふうに考えております。 

 さらに、株式会社への出資も事業継続に不可欠なことであると思いますが、どのような

民間企業や団体から賛同を得られて、出資を集めることができるのかは未知数でございま

す。 

 ４点目に「（仮称）まちづくり株式会社が訓子府の発展に担う役割は」についてのお尋ね

がございました。 

 ３点目の答弁でも申し上げたとおり継続可能な事業選択が株式会社には必要であり、そ

の選択は町民の理解が得られるようなものでなければならないと感じております。 

 一例として申し上げた農産物の集荷と加工委託および販売を手掛け、誰かと誰かを「つ

なぐ」ことをキーワードに、大げさかもしれませんけども、訓子府の中心となる商社を目
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指していきたいというふうに考えてもおります。しばらくの間は、検討状況を見守ってい

ただきたいと思い、今後もこの件については、いろいろ議会とも協議をさせていただきた

いなというふうに思っております。 

 以上、お尋ねのありました４点についてお答えいたしましたので、ご理解を賜りますよ

うよろしくお願い申し上げます。 

〇議長（山田日出夫君） 吉野美香君。 

〇４番（吉野美香君） まちづくり株式会社に関してなんですけれども、私が今感じてい

るのは、本町は、居酒屋や喫茶店が少なくなり、町のにぎわいがなくなってきているとい

うことです。また、人口も減少し、さらにここ数年のコロナ禍によりイベントも中止する

など活性化がなくなっていました。コロナが落ち着いてきましたが、まだ以前のようには

戻ってない感じがしています。町長が進める（仮称）まちづくり株式会社は、行政や民間

企業だけでは実施が難しい新しい事業に取り組んで町の活性化のために向かうことができ

るものと大いに期待してます。 

 最後に１点だけ質問させていただきます。 

 隣町の津別町はまちづくり株式会社がありますが、このまちづくり株式会社について、

ほかにモデルにしている市町村などはありますか。 

〇議長（山田日出夫君） 町長。 

〇町長（伊田 彰君） まちづくり株式会社、今、率直に言うとモデルとしている市町村

はございません。モデル自治体を見て考えた部分でもないというところで、ただやっぱり

生産者というか、１次産業の農業者が夢ミールというところをやって、僕、何が思ってい

るかというと、地域の方が地域で生産されたものを食べれない。買えないというところが

あって、そこは何とかしてほしい。今はもぎたて市なり夢ミールという形で出てますけれ

ども、どうしても今は生産者の経営面積が広がってきたことによって、そっち側への力が

やっぱり週１回程度しか販売ができない。当然、加工もできない。一部、加工して頑張っ

ている農業者の方もおられるんですけれども、そういった部分を結集していきたい。そこ

の部分を集荷して加工の委託をして販売までつなげていけるというようなシステムを作っ

たようなものを作りたいというところがありまして、たまたまいい地域おこし協力隊の制

度ってございまして、そこの部分で、ちょっと答弁でも触れましたけど、どちらかという

とベンチャー系の企業で、そういった派遣してやるような考えをお持ちの企業もあるよう

ですので、それらも複合的な部分で、一番困っていたのはやっぱりこう頭になる人間をど

うするんだっていうのが一番困っていて、そこら辺はちょっと検討段階っていうところな

んですけども、ただ、そういった意味では、そこの組織がまちおこしというか、町の中の

元気を取り戻すためにどういった活動ができるか、おそらく入って来るのがよそ者なので

ね、いろんな中で連携はしていけるかなという、１人や２人っていうイメージがなくて、

多分３人とか４人ぐらいは入ってほしいなっていうところが思ってて。だからそういった

意味では、そういった全然まだ構想なんですけど、そういった思いで町の活性化もつなげ

ていきたいな。 

 ただ、５月８日のコロナの５類移行によって、実質、焼肉イベントでは初めてというか、

日曜日の銀河公園まつり、僕の見立てでは３００人ぐらい集まっていたかなというふうに

思いますので、本当は前の日だともっと、農協のふれあいまつりでは千人が来てましたの
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で、そういった意味では、だいぶ垣根が取れて活性化に向かっていけるのかな。わが町の

中心商店街も地域の元気を取り戻すために頑張っていくことに対して支援をしていきたい

というふうに思いますので、よろしくお願い申し上げます。 

〇議長（山田日出夫君） 吉野美香君。 

〇４番（吉野美香君） 私も町長のまちづくり株式会社にはすごく期待していますし、も

ちろん協力もしていきたいと思ってます。 

 これで私の一般質問を終わります。 

〇議長（山田日出夫君） ４番、吉野美香君の質問が終わりました。 

 

    ◎散会の宣告 

○議長（山田日出夫君） お諮りいたします。 

 本日の会議はこの程度にとどめ、散会いたしたいと思います。 

 これにご異議ございませんか。 

（「異議なし」との声あり） 

○議長（山田日出夫君） 異議なしと認めます。 

 よって、本日はこれにて散会することに決定いたしました。 

 明日も午前９時３０分から一般質問を継続いたしますので、皆さんご参集のほど、よろ

しくお願いいたします。 

 本日はご苦労さまでございました。 

 

 

散会  午後３時４６分 


